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笥の後雨
晩
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て、

旬
と
言

え
ば
や
は
り
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
の

が
街
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

街
は
、
孟
宗
竹
、

苦
竹
(
真
竹
)
、

は
ち
〈

淡
竹
(
破
竹
)
な
ど
の
地
下
茎
か
ら
出

る
新
芽
。
煮
た
り
茄
で
た
り
、
街
飯
に

し
た
り
し
て
賞
味
さ
れ
ま
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
、
雨
上
が
り
の
地

面
に
ニ
ヨ
キ
ニ
ヨ
キ
と
頭
を
出
す
イ
メ
ー

ジ
で
、
次
々
と
出
現
す
る
様
子
の
こ
と

を

「雨
後
の
街
」

と
言
い
ま
す
。

ま
た
、

故
事
に
基
づ
く
成
句
に
、

「雪
中
の
街
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、

こ
れ
は
、
昔
中
国
の
孟
宗
が
、

母
親
が
望
む
衡
を
探
し
に
冬
の
竹
林
に

入
り
不
思
議
に
も
街
を
見
つ
け
た
と
い

う
こ
と
か
ら
、
孝
心
の
厚
い
こ
と
に
用

い
ら
れ
ま
す
。
孟
宗
竹
の
名
は
、
こ
の

故
事
に
ち
な
む
も
の
で
し
ょ
う
。

省
に
限
ら
ず
、
殆
ど
の
も
の
が
年
中

食
べ
ら
れ
る
現
在
、
季
節
を
楽
し
む
心

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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施政方針一一一一

，
阿
民
の

6vヘG

乙

北
伊
げ
レ
ム
同
昨
排
進
者

平
成
九
年
度
施
政
方
針

厚
生
省
汚
職
や
薬
害
エ
イ
ズ
問
題
、

ま
た
最
近
で
は
オ
レ
ン
ジ
共
済
事
件
な

ど
、
経
済
の
不
透
明
感
の
み
な
ら
ず
一

部
の
公
務
員
や
政
治
家
の
倫
理
観
の
欠

如
が
、
国
民
と
の
聞
に
不
信
感
を
湧
出

さ
せ
て
い
る
状
況
の
中
、
私
共
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
思
い
を
町
政
に
反
映
し
、

平
成
九
年
長
浜
町
議
会
第
一
固
定
例
会
が
、
一
二
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
一
一
一
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ

ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
上
山
伍
さ
れ
た
議
案
三
十
八
件
の
内
、
平
成
八
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
、
長

浜
町
営
住
宅
管
理
条
例
、
平
成
九
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
予
算
、
長
浜
町
酎
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
な
ど
の
議
案
一
二
十
七
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
長
浜
町
議
会
議
員
等
の
報
酬
、
茸

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
の
議
案
一
件
は
、
今

H
の

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
自
主
的
な
地
域
つ
く
り
を
推
進
す
る
な
ど
の
観
点
か
ら
否
決
さ
れ
ま
し
た
の

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
な
ど
の
議
会
報
舎
案
件
三
件
は
す
べ
て
受
理
採
択
さ
れ
、
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
の
議
諮
一
件
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
等
が
審
議
さ
れ
る
前
に
、
上
山
町
長
が
平
成
九
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
、

続
い
て
七
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
施
政
方
針
、
一
般
質
問
、
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の

あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成 9年度施政方針を述べる上田町長

右
下
せ
や
長
浜
町
民
で
あ
る
こ
と
の
誇
り

を
実
感
で
き
る
よ
う
な
町
守
つ
く
り
を
、

行
攻
・
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
改
め
て
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
ベ

I
ス
と
な
る
の
が
、
に
や
せ
年
つ

く
り
の
予
算
編
成
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

公
債
残
高
の
増
加
等
、
国
・
地
方
の
別

を
問
わ
ず
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
動
向
を
ふ
ま
え
、
当
町

の
予
算
編
成
は
総
額
五
十
億
三
千
六
山

四
十
万
円
で
五
・
七
%
の
伸
び
と
な
っ

て
お
り
、
過
年
度
災
害
復
旧
事
業
脅
を

除
け
ば
一
一
・
五
%
の
増
で
、
昨
年
に
引

き
続
き
一
般
経
常
経
費
は
特
別
な
も
の

を
除
き
可
能
な
限
り
抑
制
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

中

核

広

場

と

し

て

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
当
町
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
第
九

次
港
湾
整
備
五
カ
年
計
画
に
沿
っ
た
公

共
岸
壁
や
小
型
船
、
だ
ま
り
、
沖
防
波
堤

整
備
を
積
極
的
仁
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

小
担
船
だ
ま
り
の
環
境
緑
地
に
つ
い

て
は
、
平
成
八
年
度
中
に
は
給
水
施
設

と
多
目
的
広
場
の
盛
土
が
完
了
す
る
見

込
み
で
あ
り
、
九
年
度
は
将
来
に
向
け

た
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
中

核
広
場
と
し
て
黒
松
の
植
栽
を
は
じ
め
、

ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
室
等
の
施
設
整
備

j
a
-
-
r
J
、
，
』
、
、
4

0

Jq
ノ
イ
し
ナ
ム

U

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形

成

を

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
、
国
道

二
一
七
人
口
す
の
撃
備
促
進
は
、
当
町
の
生

一
世
、
文
化
、
経
済
に
ま
す
ま
す
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
こ
と
に
配
慮
し
た
ハ
イ
モ
ピ
リ
テ
イ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。

町
道
で
は
、
白
滝
大
橋
の
架
橋
を
含

む
白
滝
柴
線
や
黒
田
大
屋
線
を
は
じ
め

幹
線
町
道
の
継
続
し
た
整
備
、
県
道
で

は
大
洲
長
浜
棟
、
長
浜
中
村
線
、
長
浜

保
内
線
や
櫛
生
大
洲
線
に
つ
い
て
も
、

町
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
と
、
経
済
を
支

え
る
社
会
空
間
と
し
て
の
道
路
構
築
に

努
め
て
い
き
た
い
。

整備が進む環境緑地



-3一

ま
た
、
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
確

保
の
た
め
、
地
滑
り
対
策
事
業
や
治
山

事
業
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
等
の

諸
事
業
の
導
入
に
よ
り
、
定
住
基
盤
の

繋
怖
を
図
る
考
え
で
あ
る
。

さ
ら
に
協
議
を

重

ね

続
い
て
激
特
事
業
に
つ
い
て
は
、
六

ケ
所
の
内
、
岡
地
区
に
つ
い
て
は
用
地

測
量
中
で
あ
り
、
九
年
度
に
は
計
画
説

明
と
補
償
交
渉
に
入
り
た
い
。
ま
た
、

他
の
凹
地
区
の
内
二
地
区
は
交
渉
済
み

で
あ
り
、
他
の
二
地
区
は
補
償
交
渉
中

で
九
年
度
中
に
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
頂
き
工
事
着
手
に
入
ゐ
予
定
で

あ
る
。大

和
地
区
に
つ
い
て
は
、
計
酋
協
議

の
段
階
で
あ
る
が
、
地
区
全
体
の
地
上

一一一施政方針

て

げ
の
安
望
が
出
て
い
る
が
、
今
後
さ
ら

に
国
・
県
・
町
・
地
一
河
と
の
協
議
を
重

ね
て
い
き
た
い
。
な
お
、
激
特
事
業
に

伴
う
各
支
川
改
修
及
び
一
般
改
修
事
業

に
つ
い
て
も
、
地
域
の
ご
意
見
に
十
分

配
慮
し
た
も
の
で
進
め
た
い
と
考
え
て

し
る町

民
総
意
の

結
論
に
結
び
つ
け
て

築堤が予定される柿早地区

次
に
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
と
中
予
分
水

に
つ
い
て
は
、
こ
こ
十
数
年
来
、
こ
の

問
題
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
心
を
揺
る
が

せ
、
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と

を
、
町
政
を
預
か
る
者
と
し
て
大
変
申

し
訳
な
く
問
や
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
私

の
本
問
題
に
対
す
る
基
本
姿
勢
は
何
ら

変
化
を
来
た
し
て
お
ら
ず
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
建
設
省
や
愛
媛
県
の
説
明
を
聞

い
て
い
た
だ
き
、
町
民
総
意
の
結
論
に

結
び
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
の

建
設
省
で
は
肱
川
の
塩
水
遡
上
調
査

が
進
め
ら
れ
、
大
洲
市
で
は
地
下
水
調

査
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
町
に
と
っ
て

も
こ
の
調
査
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
現
状
把
握
の
意
味
か
ら
も

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
今

後
町
内
の
地
下
水
調
査
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
ダ
ム
問
題
は
議
会
も
行

政
も
町
民
の
付
託
に
応
え
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
大
変
重
要
で
優
先
す
る
問
題

で
あ
り
、
度
々
の
要
請
に
は
な
る
が
山

鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会
の
妥

員
の
選
任
を
頂
き
、
町
民
の
窓
口
と
し

て
行
政
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
た
姿
で

臨
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

商
工
業
の
一
体
化

る
発
展
を

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
担
い
手
確

保
の
積
極
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
り
、

将
来
を
展
望
し
た
中
で
、
生
産
基
盤
の

整
備
を
計
画
的
に
継
続
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
道
及
び
作
業

道
の
開
設
、
適
地
適
作
品
、
農
地
の
流
動

化
等
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

林
業
に
つ
い
て
も
、
幹
線
林
道
、
林
内 今後町内各所で地下水謂査が進められる予定

作
業
道
の
開
設
、
作
業
班
の
確
保
や
特

用
林
産
物
権
茸
の
高
品
質
化
を
悶
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

漁
業
に
つ
い
て
は
、
魚
礁
、
築
い
そ

の
造
成
や
稚
魚
の
放
流
事
業
等
に
よ
り
、

良
好
な
漁
場
の
確
保
を
図
る
と
共
に
、

出
海
漁
港
の
港
内
整
備
や
櫛
生
・
喜
多

漁
港
の
修
景
を
行
い
、
快
適
で
安
ら
ぎ

の
あ
る
漁
港
守
つ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

上
〉

さ
ら
に
商
工
業
で
は
、
経
営
改
善
や

地
域
振
興
事
業
等
に
対
し
、
商
工
会
を

通
じ
て
支
援
す
る
と
共
に
、
工
業
と
商

業
の
一
体
化
に
よ
る
産
業
経
済
の
発
展

を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

観
光

P
R

施
設
の
充
実
を

次
に
、
今
年
度
の
新
し
い
試
み
と
し

て
、
広
域
圏
の
地
域
型
個
性
化
事
業

「
龍
届
ク
ル
l
ジ
ン
グ

l
n
網
戸
内
」

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
坂
本

龍
馬
の
税
務
ル

I
ト
(
海
路
)
で
の
、

圏
域
の
小
中
章
生
を
対
象
に
し
た
ク
ル
i

ジ
ン
グ
に
よ
り
、
大
洲
市
・
喜
多
郡
と

龍
馬
と
の
深
い
関
わ
り
等
の
船
内
研
修

等
を
行
い
、
今
後
地
域
の
市
怯
化
に
向

け
た
事
業
に
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。ま

た
、
橋
を
活
か
し
た
町

e

つ
く
り
に

つ
い
て
は
、
赤
橋
を
見
に
来
ら
れ
た
方

が
涼
や
暖
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、

説
明
が
行
え
る
よ
う
な
赤
橋
の
イ
メ
ー

ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
案
内
所
を
設
け
た
い

と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
赤
橋
と
共
に
肱
川
あ
ら
し

も
活
か
し
た
企
困
と
し
て
の
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
、
豊
か
な
自
然
や
文
化

遺
産
を
活
用
し
、
観
光
P
R
は
も
と
よ

り
観
光
施
設
の
充
実
を
逐
次
図
っ
て
い

き
た
い
。

よ
り

A

層
の充

実

を

次
に
、
福
祉
に
つ
い
て
は
、
長
浜
町

老
人
保
健
計
四
に
基
づ
き
、
よ
り
一
層

充
実
に
努
め
て
い
き
だ
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
白
山
園
の
移
転
改
築
に
つ

い
て
は
、
長
浜
町
総
合
福
祉
施
設
整
備

計
画
に
沿
っ
て
、
平
成
九
年
度
中
に
位
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置
決
定
を
行
い
、
可
能
な
限
り
早
急
に

着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
健
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
保
健
行

政
の
核
と
し
て
十
月
末
完
成
を
目
指
し

保
健
セ
ン
タ
ー
を
整
備
中
で
あ
る
。

こ
れ
を
機
と
し
て
、
予
防
体
制
の
強
化
、

健
康
教
育
の
充
実
、
生
活
指
導
の
徹
底

等
を
図
る
と
共
に
、
心
身
障
害
児
相
談

事
業
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
、
健
康
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
等
、
町
民
の
健
康
守
つ

く
り
の
た
め
の
諸
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
施
設
も
将
来

的
に
は
、
整
備
中
の
環
境
緑
地
と
リ
ン

ク
さ
せ
た
ヘ
ル
ス
ゾ
l
ン
的
な
も
の
と

し
て
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
配
慮
し

た
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

続
い
て
、
廃
棄
物
関
係
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
国
で
は
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
を
制
定
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
塵
芥

の
資
源
化
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
を
目

/
 

標
に
し
て
お
り
、
当
町
に
お
い
て
も
、

そ
の
具
体
策
と
し
て
長
浜
町
分
別
収
集

計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
ご
み
量
増
大
に
よ
る
環
境
セ

ン
タ
ー
稼
働
時
間
の
延
長
、
満
杯
と
な

る
最
終
処
分
場
、
不
燃
物
処
理
施
設
の

代
替
施
設
等
の
諸
問
題
の
解
決
に
は
膨

大
な
予
算
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
必
須

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
九
年
度
内

に
は
廃
棄
物
減
量
等
推
進
協
議
会
(
仮

称
)
を
設
置
し
、
ご
み
有
料
化
の
手
法

や
実
施
時
期
等
徹
底
し
た
検
討
を
加
、
ぇ
、

廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
総
合
的
施
策
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
民
館
を
拠
点
と
し
た

生
涯
学
習
の
推
進

工事が進む保健センター建設現場

次
に
、
教
育
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

白
滝
小
学
校
改
築
計
画
の
検
討
や
戒
川

ス
ク
ー
ル
パ
ス
の
更
新
を
図
る
予
定
で

あ
る
。同

和
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

活
動
と
同
時
に
、
保
護
者
や
地
域
と
連

携
し
た
教
育
を
推
進
す
る
考
、
え
で
あ
り
、

町
で
は
、
教
育
の
基
本
に
人
権
教
育
の

推
進
を
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
す
べ

て
の
住
民
が
人
権
を
尊
重
し
、
明
る
く

住
み
よ
い
心
の
通
い
合
、
つ
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る。
さ
ら
に
い
じ
め
と
不
登
校
問
題
に

つ
い
て
は
、
現
在
各
校
区
毎
に
い
じ
め

問
題
対
策
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
が
、

生
徒
の
指
導
体
制
の
見
直
し
と
再
点
検

を
行
い
、
そ
の
根
絶
に
最
善
の
努
力
を

払
い
た
い
。

ま
た
、
地
域
の
す
〈
化
と
伝
統
に
学
び
、

郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
ふ
る
さ
と

教
育
を
推
進
す
る
と
ま
〈
に
、
生
涯
学
習

の
町
づ
く
り
の
視
点
に
立
っ
た
社
会
教

育
の
推
進
の
た
め
の
「
長
浜
町
生
涯
学

習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
を
設

置
し
、
各
公
民
館
を
拠
点
と
し
た
生
涯

学
習
社
会
の
実
現
等
を
よ
り
強
力
に
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る

人
間
関
係
を

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
便
利
さ
や
豊

か
さ
故
に
失
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、

失
つ
て
な
ら
な
い
の
は
長
浜
町
民
ら
し

い
、
血
の
通
い
合
っ
た
、
何
か
温
か
さ

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
人
間
関
係
で
あ

る
よ
、
つ
に
回
?
っ
。

私
も
町
民
の
皆
様
と
共
に
町
政
推
進

の
た
め
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど

う
か
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
和
を
持
っ
て

本
当
に
素
晴
ら
し
い
町
守
つ
く
り
の
、
王
役

を
担
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た

い

駒

市

激
特
事
業
の
対
応
等

、
タ
ム
建
設
に
伴
う

八
刀
水
に
対
す
る
姿
勢

沖
浦
公
民
館
改
築
に

伴
う
予
算
等

町
長
の
政
治
姿
勢

職
員
体
制
を

充
実
さ
せ
て

質
問
:
・
激
特
事
業
は
、
百
億
円
以
上

に
上
る
事
業
費
と
い
う
大
事
業
で
あ
る

が
、
こ
の
詳
し
い
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
取
り
組
み
方
と

し
て
議
会
に
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

こ
の
事
業
を
研
究
調
査
、
推
進
し
て
は

と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
ど
う
な
の

カ
答
弁
(
町
長
)
・
:
町
内
の
激
特
事
業

六
カ
所
の
内
、
中
・
岡
地
区
に
つ
い
て

は
、
計
画
説
明
会
を
終
了
し
現
在
設
計

測
量
を
行
っ
て
お
り
、
終
了
次
第
地
元

説
明
会
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

豊
中
地
区
に
つ
い
て
は
、
用
地
交
渉

も
ほ
ぼ
完
了
し
、
九
年
度
早
々
に
は
士

事
に
着
干
で
き
る
予
定
で
あ
り
、
内
ロ
滝
・

田
ノ
測
地
区
に
つ
い
て
は
全
て
交
渉
は

終
わ
っ
て
い
る
。
柿
早
地
区
に
つ
い
て

二

宮

英

二

議

員

は
、
用
地
交
渉
中
で
あ
る
が
、
地
権
者

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
て
九
杢
度
早
々

に
は
契
約
を
完
了
し
、
工
事
に
着
手
で

き
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
和
地
区
に
つ
い
て
は
、
地

元
協
議
の
段
階
で
あ
り
、
今
後
地
元
要

望
を
踏
ま
え
国
・
県
・
町
及
び
地
元
の

皆
さ
ん
と
の
協
議
を
重
ね
て
、
よ
り
よ

い
方
向
で
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。整備が進む豊中堤防
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な
お
、
こ
の
事
業
の
円
滑
な
推
進
を

図
る
た
め
に
、
九
年
度
の
人
事
異
動
時

に
は
職
員
体
制
の
充
実
を
図
る
よ
う
に

し
て
お
り
、
ま
た
、
議
会
に
お
い
て
も

特
別
委
員
会
の
設
置
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問
・
・
・
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
伴
、
つ
分

水
に
対
す
る
町
の
取
り
組
む
姿
勢
に
つ

い
て
は
、
今
一
つ
物
足
り
な
い
気
が
す

る
。
た
だ
単
に
、
町
民
の
不
安
が
払
拭

さ
れ
な
い
限
り
反
対
で
あ
る
と
い
う
答

え
で
な
く
、
町
民
が
ど
の
よ
う
な
心
配

を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
事
項
を
、
先

取
り
し
て
、
町
が
調
査
研
究
し
、
議
会

と
共
に
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
ど
う
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

内
容
の
豊
か
な

立
派
な
館
に

一一一一ー一般質問

質
問
:
・
旧
長
浜
中
学
校
跡
地
の
公
闇

整
備
に
つ
い
て
、
一
日
も
早
い
完
成
を

望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

沖
浦
公
民
館
改
築
に
つ
い
て
も
立
派
な

公
民
館
の
完
成
を
望
ん
で
お
り
、
こ
れ

に
伴
う
当
初
予
算
が
一
部
副
よ
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
完
成
ま
で
に
は

い
く
ら
く
ら
い
か
か
る
の
か
。
ま
た
、

主
成
時
期
は
い
つ
頃
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
沖
浦
公
園
に
つ
い

で
は
予
定
ど
お
り
三
月
で
完
成
す
る
。

沖
浦
公
民
館
改
築
に
つ
い
て
は
、
当
初

予
算
で
設
計
委
託
料
・
七
質
調
査
委
託

料
等
を
計
上
し
て
お
り
、
工
事
請
負
費

で
大
体
一
億
五

i
六
千
万
円
は
か
か
る

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
の
六
月
に
は

設
計
を
完
了
し
年
度
内
完
成
を
図
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
内
容
の

充
実
し
た
立
派
な
館
に
仕
上
げ
た
い
と

考
え
て
い
る

Q

職
員
と
も
ど
も
研
績
を

積
ん
で
い
き
た
い

質
問
・
・
・
最
近
の
こ
の
厳
し
い
時
代
の

中
、
町
長
一
人
の
力
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
点
が
多
々
あ
ろ
う
か
と
田
?
つ
が
、

い
ろ
ん
な
角
度
で
職
員
指
導
を
す
る
こ

と
が
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
の
行
政
に

楕
団
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を
忘

れ
ず
、
最
大
の
努
力
を
払
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
私
の
基
本
姿
勢
と

い
う
も
の
は
生
わ
る
も
の
で
は
な
く
、

「
町
、
つ
く
り
・
里
づ
く
り
・
心
づ
く
り
」

の
町
政
を
、
社
会
経
済
情
勢
が
ど
の
よ

う
に
変
容
し
て
も
町
民
の
方
々
の
温
か

い
ご
支
援
が
あ
る
限
り
、
勇
気
を
持
つ

で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

何
と
言
っ
て
も
町
民
総
参
加
の
行
政

が
不
可
欠
で
、
心
と
心
が
ふ
れ
あ
い
、

豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
町
づ
く

り
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
町

民
サ
イ
ド
に
た
っ
た
向
づ
く
り
に
一
生

懸
命
頑
張
つ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る。九
年
度
予
算
に
つ
い
て

肱
川
改
修
事
業

海
岸
の
保
全

節
減
合
理
化
し

長
期
的
展
望
で

質
問
:
・
回
同
様
大
家
厳
し
い
財
政
状

況
下
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で

平
成
九
年
度
予
算
編
成
に
取
り
組
み
、

そ
の
規
模
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
た

の
か
。
ま
た
、
消
費
税
に
つ
い
て
そ
の

内
の
一
%
が
地
万
に
振
り
わ
け
ら
け
る

と
聞
い
で
い
る
が
、
?
で
の
内
容
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

さ
ら
に
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
町
民
の
行
政
に
対
す
る
需
要
は
益
々

増
大
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
来
年

度
の
主
要
事
業
は
ど
の
よ
う
の
も
の
が

ま
た
、
ご
期
日
の
折
り
返
し
に
な
っ

た
が
、
山
積
す
る
課
題
を
避
け
て
通
る

気
持
ち
は
毛
頭
な
く
、
職
員
と
も
ど
も

研
錯
を
積
み
町
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
の

た
め
に
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

ヰ『

茂

明

議
員

野
あ
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
施
政
方
針
で
申
し

上
げ
た
よ
う
に
、
社
会
経
済
情
勢
の
推

移
や
国
・
県
の
施
策
動
向
を
把
握
す
る

と
共
に
、
町
の
重
点
施
策
・
行
財
政
状

況
を
全
職
員
が
再
認
識
し
、
歳
出
予
算

の
徹
底
し
た
節
減
令
理
化
に
努
め
る
よ

う
予
算
編
成
方
針
を
示
し
て
い
る
。

予
算
規
模
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
財

政
計
画
を
勘
案
じ
長
期
的
な
展
望
に
烹

脚
し
た
も
の
で
、
全
体
的
な
伸
び
率
は

-
1
・
七
%
で
あ
る
が
、
災
存
復
旧
費
を

除
く
と
二
・
五
%
の
伸
び
で
あ
る
。

平
成
九
年
度
主
要
事
業
と
し
て
は
、

長
浜
町
保
健
セ
ン
タ
ー
新
築
、
港
湾
整

備
、
白
滝
大
橋
(
仮
称
)
整
備
、
沖
浦

公
民
館
改
築
、
町
道
新
設
改
良
や
農
林

水
産
振
興
事
業
等
を
計
画
し
て
い
る
。

な
お
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
人
U

と
事
業
所
割
り
で
地
方
消
費
税
交
付
金

と
し
て
一
%
返
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
大
体
三
千
万
円

を
見
込
ん
で
い
る

c

国
@
県
と
協
議
を

進
め
な
が
ら

質
問
・
:
肱
川
改
修
事
業
に
つ
い
て
、

最
近
大
和
地
区
で
協
議
会
な
る
も
の
が

で
き
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど
う
い
う

話
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
白
河
・
柴
地
区
で
は
堤
防
・

樋
門
が
で
き
つ
つ
あ
る
が
、
集
中
豪
雨

時
に
は
、
高
い
堤
防
の
た
め
水
が
外
へ

出
な
い
と
い
う
状
況
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
で
き
あ
が
っ
た
樋
門
に
つ
い
て整備が進む白滝堤防
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一般賞間一一一

は
、
運
用
に
よ
っ
て
は
重
大
な
責
任
問

題
が
起
こ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、
管
理
は
誰
が
当
た
る
の
か
。

次
に
、
現
在
、
改
修
は
上
流
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
が
、
下
流
か
ら
す
る
の
が

妥
当
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
は
、
河
口

を
広
げ
る
の
か
、
護
岸
を
高
く
す
る
の

か
、
赤
橋
の
処
遇
は
ど
う
な
る
の
か
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
て
、
五
郎
地
区

か
ら
伊
予
灘
へ
の
導
水
路
を
造
っ
て
は

ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
る
。
最
善
の
方

策
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
大
和
地
区
に
つ
い

て
は
、
「
肱
川
改
修
大
和
協
議
会
」
が

発
足
さ
れ
、
そ
の
役
員
さ
ん
と
建
設
省
園

県
・
町
の
四
者
に
よ
る
一
回
目
の
会
合

で
ご
意
見
ご
要
望
等
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
と
し
て
は
、

大
和
地
区
で
受
け
皿
が
で
き
た
と
い
う

事
は
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
、

本
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
上
で
極
め

て
重
要
な
役
目
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
認
識
し
、
今
後
、
当
協
議
会
の

皆
さ
ん
と
共
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
内
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
建

設
省
と
協
議
を
図
り
な
が
ら
、
洪
水
対

策
や
下
水
施
設
に
よ
る
内
水
処
理
等
に

つ
い
て
個
々
に
検
討
を
行
っ
て
お
り
、

整
備
の
方
向
性
が
確
立
さ
れ
た
地
域
か

ら
速
や
か
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
樋
門
の
管
理
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
基
本
的
に
河
川
に
つ
い
て
は
全

て
建
設
省
で
あ
り
、
下
水
排
水
等
に
つ

い
て
は
町
管
理
に
な
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
。
運
用
に
つ
い
て
は
難
し
い
問
題

が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
今
後
も
ま
だ

ま
だ
勉
強
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

次
に
、
河
川
改
修
を
下
流
か
ら
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
も
基
本
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
激
特
事
業
採
択

に
よ
り
最
優
先
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
小
浦
・
沖
浦
・

河
口
右
岸
部
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
県

道
改
良
と
併
せ
、
赤
橋
を
ど
の
よ
う
な

形
で
保
存
さ
せ
て
い
く
べ
き
か
と
い
う

事
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
導
水
路
に
つ
い
て
は
、
余
り

に
も
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、

大
変
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
今
後
、

国
・
県
の
関
係
機
関
に
対
し
提
案
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

親
水
空
間
創
出
を

意
図
し
た
整
備
を

質
問
:
・
高
等
学
校
の
地
先
は
、
二
年

く
ら
い
前
ま
で
は
美
し
い
浜
辺
が
あ
っ

た
が
、
現
在
は
波
に
洗
わ
れ
護
岸
が
む

き
出
し
と
な
り
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
流

さ
れ
は
し
ま
い
か
と
心
配
し
て
お
り
、

付
近
の
人
た
ち
も
し
ぶ
き
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
。
被
害
が
出
る
前
に
、
海
岸
保

全
の
対
策
を
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
当
海
岸
は
、
港
湾

海
岸
と
し
て
県
管
理
に
属
し
て
お
り
、

肱
川
か
ら
の
流
出
土
砂
や
漂
砂
の
堆
積

に
よ
る
砂
州
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
刻
々

変
化
す
る
地
形
形
状
へ
の
大
き
な
寄
与

率
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

肱
川
改
修
に
つ
い
て

大
洲
長
浜
線
と
国
道
三
七
八
号

の
旧
町
内
部
分

日
取
主
口
の

努
力
を
払
っ
て

質
問
・
・
・
大
和
地
区
で
操
業
中
の
企
業

は
七
社
で
、
全
て
堤
防
予
定
地
内
に
あ

り
、
買
収
は
何
年
頃
か
、
移
転
先
は
、

と
い
う
企
業
の
不
安
は
も
ち
ろ
ん
、
勤

め
て
い
る
人
た
ち
の
働
く
場
の
心
配
な

ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
に
も
、
町
の
支
援
・
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て

の
解
明
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
年
の

小
型
船
だ
ま
り
の
整
備
に
追
随
し
た
諸

変
動
要
因
の
顕
在
化
が
、
汀
線
の
変
化

に
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
推
察
し

て
い
る
。
現
在
、
小
型
船
だ
ま
り
の
緑

地
と
緩
傾
斜
護
岸
等
環
境
施
設
と
の
一

体
性
の
図
れ
る
親
水
空
間
の
創
出
を
意

図
し
た
海
岸
整
備
に
つ
い
て
県
に
要
望

中
で
あ
り
、
そ
の
範
曙
で
の
検
討
の
可

能
性
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

渡

遺

久

い
る
の
か
。

次
に
、
堤
防
・
県
道
用
地
内
の
立
退

者
の
住
宅
用
地
の
斡
旋
・
供
給
、
工
事

期
間
中
の
仮
住
宅
対
策
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
希
望
地
を
斡
旋
・
供
給
す
る
こ

と
が
人
口
の
歯
止
め
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
早
急
に
取
り
組
み
、
住
民
の
定

住
、
人
口
増
に
努
力
す
、
べ
き
だ
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
肱
川
改
修
対
策
室
(
課
)
の

設
置
に
つ
い
て
、
「
名
称
は
別
と
し
て

九
年
度
か
ら
設
置
を
し
た
い
」
と
聞
い

義

議
員

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
づ
く
り

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
大
和
地
区
の
操
業

中
企
業
へ
の
対
応
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

当
地
区
に
つ
い
て
は
、
激
特
事
業
と
一

般
改
修
事
業
の
両
面
か
ら
、
ど
ん
な
方

向
で
推
進
す
れ
ば
よ
い
か
地
元
の
皆
さ

ん
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
各
企
業
の
ご
意
向
を
お
聞
き
し
、

で
き
る
限
り
地
元
で
の
代
替
地
の
確
保

に
努
め
、
企
業
撤
退
に
つ
な
が
ら
ぬ
よ

う
最
善
の
努
力
を
払
う
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
代
替
地
の
確
保
に
当

た
っ
て
は
、
地
元
で
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
今
後
地
域
の
皆
さ
ん
、
地
権
者

の
皆
さ
ん
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

次
に
、
堤
防
・
県
道
用
地
内
の
立
退

者
の
対
応
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
立
ち築堤が予定される大和地区



-7-

退
き
が
余
儀
な
く
な
っ
た
方
々
に
対
し

て
は
、
本
人
の
ご
要
望
を
十
分
に
配
慮

し
た
中
で
の
代
替
地
の
確
保
に
努
め
、

人
口
流
出
の
原
因
と
な
ら
な
い
よ
う
行

政
と
し
て
の
努
め
を
巣
た
き
ね
ば
な
ら

な
い
。
仮
住
宅
に
つ
い
て
は
、
通
常
立

退
の
場
合
は
、
移
転
先
の
住
宅
が
完
成

し
た
後
に
立
退
を
し
て
い
だ
だ
く
十
刀
法

が
採
ら
れ
て
お
り
、
仁
久
・
白
滝
-
柿

早
地
区
等
に
つ
い
て
は
こ
の
方
法
で
進

め
て
い
る
。
大
和
地
区
に
つ
い
て
は
、

今
後
計
画
の
推
移
に
合
わ
せ
て
対
処
し

て
い
き
た
い
。
町
全
体
に
お
け
る
定
住

対
策
に
つ
い
て
は
、
大
変
亘
一
大
な
課
題

で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
芦
を
顕
著
に
受
け

止
め
真
剣
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
肱
川
改
修
対
策
課
(
仮
称
)

に
つ
い
て
は
、
先
程
申
し
L
し
げ
た
と
お

り
平
成
九
年
度
の
異
動
時
に
は
設
置
を

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

早
期
着
工
に
向
け

努
力
し
て
い
き
た
い

一般質問

質
問
・
・
・
仁
久
j
岸
本
石
油
間
の
改
修

に
つ
い
て
は
、
肱
川
改
修
と
県
道
拡
幅

の
両
工
事
が
あ
る
が
、
仁
久
地
区
の
合

併
施
行
部
分
、
岸
本
石
油
届
付
近
は
そ

れ
ぞ
れ
何
年
頃
の
予
定
で
、
施
行
内
容

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
国
道
一
ニ
七

八
号
岸
本
石
油
脂
付
近
に
つ
い
て
は
、

現
在
で
も
朝
夕
混
雑
し
、
早
急
に
対
応

し
な
け
れ
ば
住
民
の
日
常
生
活
に
支
障

を
来
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
思
う

が
、
こ
の
対
応
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
仁
久
j
岸
本
石
油

活
問
に
ワ
い
て
は
、
八
年
度
中
の
完
了

を
日
指
し
公
園
の
訂
正
を
し
て
い
る
が
、

こ
れ
が
一
年
か
ら
一
年
半
遅
れ
て
お
り
、

終
了
次
第
地
元
説
明
会
を
聞
く
予
定
で

あ
る
。
従
っ
て
、
現
時
点
で
は
着
工
年

職
員
の
資
質

パ
ソ
コ
ン

(イ

ー
ネ
ッ
ト
)

の

導

入

一
一
層
厳
し
い

姿
勢
で
臨
む

質
問
・
:
職
員
の
資
質
に
よ
っ
て
輝
い

て
い
る
町
と
そ
、
つ
で
な
い
町
が
あ
る
よ

う
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
目
的
意
識

を
持
っ
て
行
政
改
京
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
企
業

感
覚
を
養
う
た
め
に
官
民
の
機
関
へ
の

出
向
や
研
修
機
会
を
充
実
さ
せ
、
職
員

の
能
力
向
上
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

度
を
明
確
に
は
百
え
な
い
が
、
早
期
着

正
に
向
け
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
施
行
内
容
に
つ
い

て
は
、
二
車
線
、
総
幅
員
十
問

m
の
直

路
の
予
定
で
あ
る
。

同
道
一
一
一
七
八
号
岸
本
石
油
脂
付
近
に

う
い
て
は
大
変
一
交
通
渋
滞
を
来
し
て
お

り
、
改
良
計
画
の
中
で
も
、
特
に
こ
の

K
聞
を
優
先
的
に
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き

た
し
。

日

1=1 

1司

友

照

議

員

職
員
の
守
秘
義
務
な
ど
も
含
め
、
優

秀
な
人
材
の
確
保
と
育
成
、
活
力
あ
る

職
員
体
制

ε

つ
く
り
、
意
識
改
革
、
資
質

の
向
上
等
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
職
員
の
資
質
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
私
は
常
々
、
郷
土
に

根
ざ
し
親
し
ま
れ
る
職
員
と
な
る
よ
う

地
域
の
各
種
行
事
へ
の
積
樫
的
な
参
加

を
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
青
年
海
外

派
遣
事
業
や
県
へ
の
派
遣
、
県
の
研
修

所
や
町
付
会
で
の
研
修
、
同
づ
く
り
先

進
地
視
察
研
修
、
町
独
自
の
職
員
研
修

な
ど
を
実
施
し
、
資
質
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。

ま
た
、
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は

H
頃

よ
り
、
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

の
持
て
る
一
行
動
を
と
り
、
町
民
に
信
頼

さ
れ
る
職
員
で
あ
る
よ
う
に
指
導
し
て

お
り
、
町
民
の
信
用
を
失
う
よ
う
な
職

員
は
い
な
い
も
の
と
思
っ
て
は
い
る
が
、

な
お
一
雇
撤
し
い
姿
勢
で
臨
む
考
え
で

い
る
。行

政

を

情
報
発
信
基
地
と
し
て

質
問
園
田
・
事
務
効
家
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、
各
課
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
つ
で
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
問
中
わ
れ
る
。

現
在
、
地
方
自
治
体
の
業
務
の
効
辛

化
と
情
報
の
共
有
化
を
目
指
し
て
、
多

く
の
行
政
機
関
で
は
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
柄
抗
日
を
進
め
て
お
り
、
観
光

や
福
祉
等
、
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
但
提

供
す
る
意
味
か
ら
も
、
庁
舎
内
や
連
特

所
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

次
に
、
町
の
顔
で
あ
る
駅
前
の
観
光

案
内
所
で
は
、
町
づ
く
り
委
員
会
の
事

務
を
兼
ね
事
務
員
が
週
四
日
対
応
し
て

い
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
も
設
置
し
て
あ
り
、

施
設
の
有
効
利
尉
と
情
報
発
信
を
兼
ね

情報発信基地として活用が期待される観光案内所

た
常
備
職
員
の
配
置
は
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
管
理
体
制
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
が
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
現
在
庁
舎
に
は
、

パ
ソ
コ
ン
九
台
、
端
末
機
十
三
台
と
専

用
ワ
ー
プ
ロ
三
台
を
各
課
に
配
置
し
て

い
る
。
時
代
の
流
れ
は
パ
ソ
コ
ン
へ
と

移
行
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ホ
I
ム
ベ

l
ジ
開
設
な
ど
そ
の
利
活
刑

は
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
九
午

度
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
ワ
ー
プ

ロ
研
修
に
よ
る
技
術
の
向
上
と
、
文
書

の
統
一
化
等
文
書
廿
山
内
を
考
慮
し
た
庁

公
川
内
の
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

の
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
の
利
活
用
に
つ

い
て
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。次

に
、
駅
前
の
観
光
案
内
所
に
つ
い

て
は
、
現
花
、
年
間
百
二
十
日
程
度
町
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づ
く
り
委
員
会
が
常
駐
し
、
観
光
P
R

を
は
じ
め
、
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ

コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
べ

く
で
き
る
だ
け
早
く
人
材
の
育
成
を
図

農
山
村
の
振
興

に
つ
い
て

行
政
と
し
て
の

支
援
を
継
続
し
て

質
問
・
・
・
農
山
村
の
過
疎
化
の
要
因
と

し
て
は
、
重
労
働
、
大
型
農
業
が
で
き

な
い
こ
と
、
農
産
物
の
価
格
低
迷
な
ど

に
よ
り
、
若
者
が
農
業
を
嫌
う
こ
と
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
中
で
も
、
地
理
的

な
こ
と
は
各
々
の
力
で
は
限
界
が
あ
り
、

園
地
の
改
善
改
良
に
よ
る
広
く
平
坦
な

ほ
場
づ
く
り
が
最
良
の
改
革
策
だ
と
考

え
る
が
、
こ
の
こ
と
と
、
農
業
・
作
業

道
の
新
設
、
舗
装
率
の
向
上
・
充
実
な

ど
、
農
林
業
の
抜
本
的
な
改
革
を
願
、
つ

が
、
現
状
と
今
後
の
方
策
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

次
に
、
農
山
村
の
高
齢
化
に
つ
い
て
、

り
、
将
来
は
行
政
を
情
報
発
信
基
地
と

し
て
施
設
に
端
末
を
設
置
し
、
誰
で
も

気
軽
に
町
内
外
の
情
報
が
得
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

矢

間

一

義

議

員

老
人
福
祉
行
政
と
し
て
、
み
ど
り
苑
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
の
た
め
山
間
部

へ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
乗
り
入
れ
を
望

む
が
、
そ
の
日
定
非
と
山
間
部
に
お
け
る

老
人
対
策
の
現
状
と
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
農
山
村
で
は
、
芦
盤
台
不
足
、

嫁
不
足
に
よ
り
子
ど
も
は
激
減
の
一
途

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
保
育
所
・
学

校
の
存
続
問
題
と
発
展
す
る
こ
と
は
必

定
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
の
現
状
、

今
後
の
見
通
し
、
行
政
の
在
り
方
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

最
後
に
、
農
協
・
森
林
組
合
等
の
経

済
団
体
の
大
型
合
併
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
当
町
の
農
協
に
お
い
て
も
い
ろ
い

ろ
と
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
、
九
年
度
か
ら
は
合
併
の
た
め
の
促

進
協
議
会
も
開
催
さ
れ
る
よ
、
つ
で
あ
る
。

合
併
す
れ
ば
、
農
協
と
行
政
の
結
び
つ

き
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
農
山
村
の
過
疎
化

と
高
齢
化
の
現
状
は
、
ご
指
摘
の
通
り

厳
し
い
環
境
に
あ
る
。
今
後
と
も
農
道

及
び
圏
内
作
業
道
の
整
備
、
園
地
改
良

や
機
械
の
導
入
、
認
定
農
業
者
の
確
保

や
経
営
改
善
な
ど
、
農
業
の
振
興
、
農

山
村
活
性
化
対
策
等
の
支
援
に
つ
な
が

る
諸
事
業
推
進
に
、
可
能
な
限
り
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
当
町
は
、
高
齢
化
率
二
七
・

八
%
と
い
う
超
高
齢
化
の
町
に
な
っ
て

い
る
が
、
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
の
支

援
や
援
助
に
つ
い
て
常
に
念
頭
に
置
き
、

寝
た
き
り
老
人
の
方
や
独
居
の
方
の
状

況
を
把
握
し
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
福
祉
課

に
努
め
さ
せ
て
い
る
。
特
に
山
間
地
に

お
い
て
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
「
独
居

高
齢
者
見
守
り
推
進
委
員
制
度
」
を
発

足
し
、
相
談
相
手
や
安
否
の
確
認
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
に
対
し
て
は
、
「
緊
急
通
報
電

話
機
」
を
設
置
し
、
非
常
時
の
対
策
を

し
て
い
る
。
み
ど
り
苑
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
広
域
事
務
組
合
で
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
原
則
と
し
て
パ
ス

運
行
は
一
時
間
以
内
に
取
り
決
め
が
な

さ
れ
て
お
り
、
当
分
は
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

1

派
遣
の
活
用
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

将
来
は
、
養
護
老
人
ホ
1
ム
白
山
園
移

転
改
築
時
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
少
子
化
の
現
状
と
今
後
の
見

通
し
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
本
町
だ

け
で
な
く
日
本
の
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
町
立
八
保
育
所
の
入

所
児
童
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
将

来
は
保
育
所
の
存
続
問
題
に
発
展
し
兼

ね
ず
、
保
育
所
の
統
廃
合
を
検
討
し
、

早
く
そ
の
方
向
を
定
め
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に

よ
る
小
学
校
で
の
複
式
学
級
の
増
加
は

明
ら
か
で
あ
り
そ
の
指
導
方
法
も
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
中
学
校
に
お
け
る

学
級
数
減
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
教
育
の
充
実

を
図
る
べ
き
方
向
を
二
十
一
世
紀
ま
で

に
決
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
行
政
と
し
て
の
責
任
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

農
協
合
併
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
大

洲
喜
多
地
区
で
は
、
平
成
九
年
度
か
ら

関
係
機
関
が
参
画
し
て
「
合
併
促
進
協

議
会
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成
十
年

四
月
の
合
併
に
向
け
検
討
が
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
行
政
と
し
て
も

参
画
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
森
林
組

合
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
組
合
運
営
を

考
え
た
場
合
、
合
併
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
が
、
現
在
、
組
合
と
行
政

で
策
定
中
の
「
流
域
林
業
活
性
化
実
施

計
画
」
の
推
進
に
よ
り
、
早
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
る
。

と
に
か
く
両
組
合
は
、
農
林
業
振
興

上
、
実
践
組
織
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
合
併
に

よ
る
中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
大
い
に

期
待
し
、
行
政
と
し
て
も
可
能
な
限
り

支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

児童4人の入学式(柴小学校)

5月12日は「看護の日」
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老
人
福
祉
対
策

企
業
誘
致
並
び
に
地
域
産
業
青
成

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
並
び
に

中
予
分
水
反
対
意
見
書

の
取
り
扱
い

松
山
市
久
米
た
め
池
埋
立

菊

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
本
他
的
に
推
進

質
問
:
老
人
福
祉
対
策
に
つ
い
て
、

急
激
に
進
む
高
齢
化
の
中
で
そ
れ
に
対

忠
す
べ
き
福
祉
施
設
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
。
平
成
五
年
以
降
の
一
般
質
問
の

符
弁
か
ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
を

中
心
と
し
た
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
1
ム
を
編
成
し
進
め

る
も
の
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ

一一一一一一披質問

老朽化が進む白山園

地

儀

明

議

員

と
は
多
く
の
町
民
が
実
現
を
待
ち
望
ん

で
い
る
。
環
境
の
整
っ
た
、
快
適
で
安

九
ざ
と
ゆ
と
り
あ
る
余
生
を
安
心
し
て

送
れ
る
施
設
を
、
一
日
も
早
く
建
設
す

る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
つ
い
て
は
、
大
洲
市
喜
多
郡
に
凹

施
設
有
り
、
屈
が
定
め
る
整
備
率
を
オ
ー

バ
ー
し
設
置
が
非
常
に
難
し
い
状
況
で

あ
り
、
養
護
老
人
ホ
1
ム
白
山
間
移
転

改
築
の
事
務
を
先
行
し
て
い
き
た
い
と

前
々
か
ら
お
話
し
し
て
き
た
が
、
ブ
ロ

グ
エ
ク
ト
チ
l
ム
に
よ
る
検
討
を
軍
h
、

現
在
、
老
朽
度
調
査
も
主
了
し
、
候
補

地
に
つ
い
て
も
日
処
を
つ
け
平
成
十
年

度
に
は
着
手
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
本
年

竺
月
に
地
方
局
か
ら
「
白
山
園
移
転
改

築
に
つ
い
て
の
協
議
書
」
の
平
成
九
年

度
提
出
の
指
導
を
受
け
た
が
、
そ
う
な

る
と
、
用
地
取
得
、
施
設
建
物
設
計
の

段
階
に
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム

の
作
業
も
本
格
的
に
進
む
も
の
と
考
え

て
い
る
。

積
捕し 1一
的て日

=議
て進た

費
問
・
:
町
め
人
口
減
の
歯
止
め
対
策

と
し
て
、
企
業
誘
致
と
地
域
産
業
の
育

成
を
し
、
雇
用
率
を
高
め
、
定
住
促
進

を
図
れ
ば
将
来
に
向
け
て
の
展
望
が
聞

か
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
平
成
人
午
十

一
月
に
は
「
大
洲
喜
多
・
八
幡
浜
地
区

企
業
立
地
促
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
運
営

さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
今
後
の
町
の
対
応
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
大
洲
市
・
八
幡
浜

市
・
郡
内
五
町
村
で
構
成
す
る
企
業
立

地
促
進
協
議
会
は
、
広
域
的
な
企
業
誘

致
推
進
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
県
内
外

の
情
報
収
集
、
研
究
機
関
で
あ
る
幹
事

会
を
ほ
じ
め
、
工
業
用
地
の
達
成
に
必

要
な
優
良
団
地
の
状
況
等
を
調
査
、
研

究
す
る
た
め
に
、
広
島
県
内
の
先
進
的

工
業
団
地
の
視
察
・
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。
空
た
、
企
業
一
説
致
の
た
め
の
資

料
と
し
て
、

P
R
肘
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
に
向
け
、
企
画
検
討
等
諸
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

な
お
、
従
前
ど
お
り
、
町
単
独
で
の

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
す
る
一
局
、

広
域
的
に
も
、
当
協
議
会
と
の
協
調
体

制
の
下
、
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
・
・
・
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
並
び
に
中

予
地
区
分
水
反
対
の
意
見
室
い
に
つ
い
て

は
、
平
成
七
年
九
月
の
定
例
議
会
に
h
わ

い
て
全
会
一
致
で
採
釈
さ
れ
、
そ
の
後

関
係
機
関
へ
の
提
出
確
認
の
た
め
に
、

昨
年
三
回
に
わ
た
っ
て
質
問
が
さ
れ
て

い
る
が
、
現
在
ど
の
よ
う
に
処
置
を

L

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

意
見
を
述
べ
る

立
場
で
は
な
い

平
成
九
年
慶

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
で

町
行
政
全
般
に
つ
い
て

必
要
性
を
見
械
め
た

予
算
執
行
を

質
問
:
平
成
九
年
度
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
、
最
も
重
点
を
置
い
て
配
分

質
問
・
・
・
松
山
市
で
は
節
水
型
都
市
づ
く

り
を
宣
言
し
、
た
め
池
保
存
会
等
も
で

き
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
去
る
二
月
七

円
に
、
久
米
た
め
池
埋
立
拝
認
の
声
明

を
出
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
大
洲
市
分

水
反
対
グ
ル
ー
プ
四
十
七
団
体
及
び
肱

川
流
域
住
民
の
反
発
が
出
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

カ
答
弁
(
町
長
)
・
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
私
も
開
僻
に
苫
し
む
問
題
で
あ

る
が
、
全
国
十
六
水
不
足
地
域
と
称
さ

れ
る
松
山
市
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
私
が
意
見
を
述
べ
る
立
場
で
は
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
将
来
に
わ
た
う
て

流
域
住
民
の
脳
裏
に
残
つ
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

池

田

政

治

し
た
部
門
は
何
か
。

ま
た
、
歳
出
総
額
の
中
で
の
公
債
費

の
占
め
る
比
率
が
、
昨
年
よ
り
五
%
も

増
え
て
い
る
が
、
他
の
事
業
を
圧
迫
し

な
い
か
、
さ
ら
に
、
こ
れ
は
い
つ
頃
ま

で
償
還
が
増
え
る
の
か
。

議
員
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次
に
、
公
債
費
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
前
年
度
末
町
債
残
高
の
内
の
町
起

債
で
高
利
率
の
も
の
は
、
繰
り
上
げ
償

還
で
き
な
い
の
か
。

最
後
に
、
前
年
度
に
比
べ
旅
費
や
食

糧
費
は
ど
れ
く
ら
い
減
少
し
た
か
。
ま

た
、
食
糧
費
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
の

中
で
一
括
計
上
で
き
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
一
般
会
計
予
算
で

何
を
重
点
に
組
ん
だ
か
と
い
う
事
に
つ

い
て
は
、
施
政
方
針
で
申
し
上
げ
た
と

お
り
で
あ
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
新
築
事

業
や
白
滝
大
橋
(
仮
称
)
整
備
事
業
、

生
活
関
連
事
業
等
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
債
費
に
つ
い
て
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
公
債
費
比
率
は
平
成
十

一
年
度
に
ピ

1
ク
に
達
す
る
。
今
後
、

適
正
財
政
規
模
を
保
持
し
、
建
設
事
業

の
重
点
的
な
選
択
等
に
よ
り
公
債
残
高

の
累
増
し
な
い
財
政
体
質
に
努
め
て
い

一
会
A

圃
議

h

町る
れ
れkc 

語審がジ」な案算予度年円
同
U成平

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
起
債
の
操
り
上
げ
償
還
に
つ

い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
現
時
点

で
の
繰
り
上
げ
償
還
は
、
財
源
確
保
の

面
か
ら
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

ま
た
、
借
り
換
え
に
つ
い
て
も
、
政
府

資
金
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
市

中
金
融
機
関
に
つ
い
て
も
打
診
は
す
る

が
承
諾
を
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
す
ぐ
に

償
還
で
き
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
と
思

わ
れ
る
。

旅
費
・
食
糧
費
に
つ
い
て
は
厳
し
い

予
算
査
定
を
行
い
、
旅
費
に
つ
い
て
は

ニ
ニ
・
六
%
の
減
、
食
種
費
に
つ
い
て

は
、
三
年
ご
と
の
納
税
組
合
長
会
経
費

を
除
く
と
七
・
九
%
の
滅
と
な
っ
て
い

る
。
食
糧
費
の
一
彊
百
理
に
つ
い
て
は
、

検
討
は
す
る
が
、
各
々
の
行
政
目
的
に

よ
り
そ
の
必
要
性
を
見
極
め
な
が
ら
予

算
執
行
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
で
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

十
分
に
協
議
し

ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を

畳
間
:
・
現
在
田
町
が
進
め
て
い
る
知
事

権
限
委
譲
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
コ
ン

モ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
、
円
滑
な
事
務

処
理
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

肱
川
改
修
に
伴
、
つ
用
地
買
収
や
立
退
者

に
対
す
る
宅
地
の
造
成
・
あ
っ
せ
ん
、

区
画
整
理
等
が
生
じ
た
場
合
の
対
応
と

し
て
、
担
当
部
所
を
明
確
に
し
て
職
員

の
教
育
訓
練
を
し
て
お
く
べ
き
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

さ
ら
に
、
町
長
は
、
町
政
全
般
の
諸

施
策
執
行
に
当
た
り
常
に
中
立
公
平
に

取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

町
政
推
進
上
重
要
な
役
割
を
占
め
る
外

郭
団
体
の
構
成
人
事
に
つ
い
て
も
こ
の

こ
と
を
期
待
す
る
が
、
町
長
は
ど
、
つ
考

え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
県
の
権
限
委
譲
の

受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

当
町
に
該
当
す
る
も
の
は
三
十
六
項
目

で
あ
る
。
そ
の
経
費
は
委
任
事
務
交
付

金
で
財
源
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、

事
務
量
も
保
か
で
あ
る
た
め
、
現
休
制

で
十
分
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
関
係

諸
機
関
と
十
分
な
協
議
を
行
い
、
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
肱
川
改
修
事
業
に
伴
、
っ
付
帯

事
業
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
難
し
い
問

題
で
あ
る
が
、
事
業
推
進
上
、
色
々
な

制
度
を
ど
の
よ
う
に
導
入
し
て
い
く
か

が
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
関
係
職
員
に

対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
等
に
つ
い

て
研
究
す
る
よ
う
指
示
し
て
お
り
、
今

後
、
さ
ら
に
研
舗
を
積
ん
で
い
き
だ
い

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
外
郭
団
体
の
人
事
に
つ
い
て

は
確
か
に
中
立
公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
外
郭
団
体
は
そ
の
趣
旨
、
日

的
に
よ
っ
て
設
立
き
れ
、
定
一
藍
干
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
人
事
も
そ
の
組

織
内
部
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。ら

か
に

引
き
た
い

i
ダ
ム
建
叱
…
八
月
ポ
問
題

i

答
弁
(
町
長
)
:
・
ダ
ム
問
題
に
つ
い

て
は
、
二
回
ば
か
り
特
別
委
員
会
の
機

能
同
穫
を
要
請
し
て
き
た
が
、
何
時
ま

で
も
放
っ
て
お
け
る
問
題
で
は
な
く
、

施
政
方
針
で
・
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
今

年
度
早
々
に
は
地
下
水
調
査
を
正
式
に

実
施
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
意
見
書
に
つ
い
て
は
従
前
か

ら
お
答
え
し
て
い
る
と
お
り
で
、
九
年

度
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
町
の

考
え
方
、
懸
念
事
項
を
い
く
つ
か
整
理

し
た
も
の
を
、
国
・
県
に
対
し
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
各
論
に
入
っ
て
い
く
考
え
で
あ

る。

国
民
健
康
保
険
へ
の

繰
出
金
な
ど

八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

八
年
度
一
般
会
計
予
算
に
一
億
六
千

三
百
三
十
七
万
九
千
円
が
減
額
補
正
き

れ
、
予
算
総
額
は
五
ト
五
億
二
千
六
宵

九
十
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

一
民
生
費
}
社
会
福
祉
総
務
費
と
し
て
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
繰
出
金
な

ど
四
千
五
百
八
十
二
万
六
千
川
。

{
商
工
費
}
商
工
振
興
費
と
し
て
、
企

業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
く
助
成
金
の

内
一
社
が
未
操
業
で
あ
っ
た
こ
と
と
、

用
地
取
得
利
子
補
給
金
等
の
利
率
の
低

下
に
よ
り
、
四
千
五
百
九
十
三
万
一
千

円
を
減
額
補
正
。

{
災
害
復
旧
費
一
現
年
度
漁
港
施
設
災

害
復
旧
費
と
し
て
、
台
風
二
十
号
に
よ

り
被
災
し
た
青
島
漁
港
災
害
分
が
過
年

度
災
害
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
億

五
千
三
百
二
十
九
万
円
を
減
額
補
正
。

長
浜
町
住
宅
管
理

条
例
を
制
定

公
営
住
宅
法
の
改
正
に
伴
い
、
従
前

の
条
例
を
廃
止
し
制
定
さ
れ
た
も
の
で

す。
改
正
の
主
な
内
拝
は
、
第
一
種
、
第

二
種
の
種
別
区
分
が
廃
止
さ
れ
、
二
疋

額
以
下
の
収
入
で
あ
れ
ば
ど
の
住
宅
で

も
同
じ
入
居
基
準
と
な
り
ま
す
。
家
賃

に
つ
い
て
は
、
各
品
川
帯
の
収
入
区
分
に
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応
じ
、
国
の
算
定
方
法
に
よ
り
毎
年
度

家
賃
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
決
定
家
賃
が
以
前
の
家
賃
よ
り

高
い
場
合
は
、
三
カ
年
で
負
担
調
整
が

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
条
例
の
施
行
日
は
本
年
四
月
一

日
で
す
が
、
経
過
措
置
に
よ
り
平
成
十

年
四
月
一
日
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

長
浜
町
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正

恩
給
、
年
金
受
給
者
の
現
況
届
の
証

明
手
数
料
を
免
除
し
、
費
用
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で

す。

一一一一第 1固定例会・人事異動

母
子
家
庭
・
乳
幼
児
@

重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
う
ち
、

母
子
家
庭
医
療
、
乳
幼
児
医
療
、
重
心

医
療
の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
が
、
老

人
福
祉
施
設
、
児
童
福
祉
施
設
、
精
神

薄
弱
者
更
生
援
護
施
設
等
に
入
所
す
る

た
め
に
転
出
す
る
場
合
、
転
出
先
の
市

町
村
か
ら
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
の

で
な
く
、
引
き
続
き
長
浜
町
か
ら
医
療

費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

消
費
税
率
改
正
に
伴
い

各
公
共
施
設
使
用
料
等
を
変
更

消
費
税
率
改
正
に
伴
い
、
長
浜
町
体

育
館
照
明
施
設
及
び
町
立
学
校
屋
内
運

動
場
使
用
条
例
以
下
、
関
連
九
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
各
公
共
施
設
使
用

料
等
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

三
役
@
教
育
長

給
与
を
改
正

「
長
浜
町
長
、
助
役
、
収
入
役
給
与

条
例
」
「
長
浜
町
教
育
長
給
与
条
例
」

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
昨
年
の
十
二
月

か
ら
給
与
月
額
を
次
の
と
お
り
改
正
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
)
内
は
改
正
前
の
額
。

一
町
三
役
}
町
長
H
八
十
万
円
(
七
十

七
万
五
千
円
)
マ
助
役
H
六
十
四
万
七

千
円
(
六
十
三
万
三
千
円
)
マ
収
入
役
H

五
十
九
万
九
千
円
(
五
十
八
万
六
千
円
)

{
教
育
長
]
五
十
七
万
三
千
円
(
五
十

五
万
三
千
円
)

特
別
職
@
教
育
委
員
・

農
業
委
員
の
報
酬
も
改
正

長
浜
町
特
別
職
職
員
、
同
教
育
委
員

会
委
員
、
同
農
業
委
員
会
委
員
の
「
報

酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
」
の
一
部
を
そ

れ
ぞ
れ
改
正
し
て
、
今
年
の
四
月
一
日

か
ら
報
酬
を
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。(

)
内
は
改
正
前
の
額
。

一
監
査
委
員
報
酬
年
額
一
議
員
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員
H
二
十
二
万
八
千
円

(
二
十
二
万
五
千
円
)

V
知
識
経
験
委

員
U
二
十
七
万
五
千
五
百
円
(
二
十
七

万
二
千
円
)

一
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}

委
員
長
H
五
万
六
千
七
百
円
(
五
万
六

千
円
)

V
委
員
H
四
万
九
千
七
百
円

(
四
万
九
千
円
)

一
教
育
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
一
委
員

長
H
二
十
九
万
三
千
六
百
円
(
二
十
九

万
円
)
マ
委
員
H
二
十
六
万
二
百
円

(
二
十
五
万
七
千
円
)

一
農
業
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}
会
長
H

二
十
二
万
九
千
円
(
二
十
二
万
六
千
円
)

V
会
長
代
理
日
二
十
万
九
千
六
百
円

(
二
十
万
七
千
円
)

V
委
員
H
十
九
万

二
千
五
百
円
(
十
九
万
円
)

監
査
委
員
に

三
好
敏
哉
氏
を
再
任

監
査
委
員
の
三
好
敏
哉
氏
は
、
平
成

九
年
五
月
十
七
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
の
で
、
後
任
に
三
好
敏
哉
氏
を

再
選
任
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、

満
場
一
致
の
同
意
を
得
て
、
監
査
委
員

に
決
ま
り
ま
し
た
。

囲
定
資
産

評
価
審
査
委
員
に

上
川
高
敏
氏
を
再
任

長
浜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
上
川
蔦
敏
氏
は
、
平
成
九
年
三

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
後
任
に
上
川
寓
敏
氏
を
再
選

任
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
全

会
一
致
の
同
意
を
得
て
、
長
浜
町
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

一
田
町
派
遣
}
坂
本
直
哉
(
総
務
課
)

一
総
務
課
}
東
和
彦
(
税
務
課
)
小
川

恭
二
(
税
務
課
)
{
長
浜
保
育
所
}
白

石
玉
子
(
喜
多
灘
保
育
所
)
加
納
美
紀

(
大
和
保
育
所
)
岡
崎
美
智
子
(
白
滝

保
育
所
)
{
白
滝
保
育
所
一
宮
岡
民
子

(
沖
浦
保
育
所
)
岸
本
異
粧
美
(
大
和

保
育
所
)
{
沖
浦
保
育
所
一
菊
地
さ
と

子
(
白
滝
保
育
所
)
一
出
海
保
育
所
]

矢
野
元
朝
子
(
大
和
保
育
所
)
一
大
和

保
育
所
一
三
好
五
月
(
白
滝
保
育
所
)

横
山
典
子
(
長
浜
保
育
所
)
児
玉
智
代

(
長
浜
保
育
所
)
{
喜
多
灘
保
育
所
一

佐
竹
千
恵
子
(
出
海
保
育
所
)

退

職
グ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
d

大
和
保
育
所
事
務
専
門
員
兼
所
長
・
大

成
節
子
マ
豊
茂
保
育
所
、
主
任
調
理
員
・

都
田
悦
子

F 圃.圃冒園田咽国園園 a 固 E 冒園--町 E 幽圃圃.園田園圃園田園園田・・圃園圃.園圃冒咽閉園園田園田・--岡田冒園田園園田園 E 園冒園田町園田恒園田明司岡咽・閉園田 E 園田-，
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E 

冒

H 

E 
H 

さわやか行政サービス推進月間
点 検し、改善を進
めるものです。こ

の 運動を推進する

ため、毎年 5月を
「さわやカミ行政サー

ビス推進月間」と

定めています。

γ ~ι白、

政 府では、国民の立場に立った親

切な行政、真心のこもった行政を実
現するため、「さわやか行政サーピ

ス運動」を実施しています。
これは、国の行政機関、特殊法人

の 他 、 地 方 公共団体にも協力を求め

て、窓口や公共施設の行政サービス
について、皆さんの声を聞きながら

ーー ・ ・ E 圃園田園田園 E ・園田園田 E ・ E 回国・・園田..~.....園田盟国皿園国圃盟国幽睡圃・園- -百回国園圃園田--祖国・・--圃国自個個園園園田園田司園冒園調昭限切圃 a
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予算の使いみち

新
し
い
事
業
や
特
に
力
を

注
ぐ
事
業
で
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
て
大
き
く
変
化

の
生
じ
た
も
の
な
ど
、
そ
の

特
徴
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

文
中
の
%
は
、
前
年
度
当

初
予
算
と
の
比
較
で
す
。
一

般
会
計
の
目
的
別
費
目
別
総

額
の
(
)
内
の
%
は
、
同

予
算
に
占
め
る
同
費
目
の
割
合
で
す
。

一
般
行
政
経
費
は
、
昨
年
度
同
様
特

別
な
も
の
を
除
き
抑
制
し
て
い
ま
す
が
、

「
町
ぐ
つ
く
り
・
里
づ
く
り
・
心
づ
く
り
」

な
ど
、
住
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

直
結
し
た
事
業
や
産
業
振
興
対
策
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り
当
初
予
算
に
計

上
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度

比
五
・
七
%
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
性

質
別
で
は
、
建
設
事
業
が
同
総
額
の
一

八
・
一
%
を
占
め
、
経
常
経
費
は
前
年

度
比

4

・
九
%
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

画話広
報一

事財・般 E

務~有管?
の 使 挙 登 戸 進 活 連管線王Ei
こうな録籍ふ行絡理放す E

とおど・住持政・・ 送吾 1
金に 選民 三一 推生企電・;

5億5，995方4千円 (3.7%減 ' 

中
区
(
柴
)
集
会
所

整
備
事
業
費
な
ど

一
般
管
理
費
は
、
行
政
事
務
を
行
う

平成 9年度当初予算
平成 9年 度 の 当 初 予 算 が 、 次 の 通 り 決

まりました。(%は前年度当初予算との

比較)

[一般会計1
50億 3.640万円 (5.7%増)

【国民健康保険特別会計l
10億 4，045万2千円 (5.0%増)

I国民健嵐保険世営診療所特別会計1
1，454万円 (6.6%減)

【港湾施設事業特別会計I
1，708万1千円 (4.3%増)

【簡易水道事業特別会計1
5，762万円 (0.7%減)

I住宅新築資金等貸付事業特別会計1
1，687万l千円 (9.0%減)

【老人保健特別会計】

17億 3，805万6千円(11.9%増)

{ノj<:;M事業会計1

収益的収支予定額

資本的収入予定額

資本酌支出予定額

【工業用水道事業会計l
収益酌収支予定額

資本的収入予定額

資本的支出予定額

一一』甲}

J

，，，

p
u
w喝

し

算

制
予

抑

型
を

実

費

堅

経帯経鍛
た
め
の
経
費
な
と
こ
億
九
千
九
百
六
十

一
万
川
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
な
が
ら
、
経
費

の
節
約
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

有
線
放
送
施
設
費
は
、
施
設
の
准
持

管
理
費
等
に
二
千
七
百
八
十
七
万
三
千

円。
財
産
管
理
費
で
は
、
庁
舎
な
ど
の
管

理
及
び
各
基
金
の
積
立
金
等
一
千
四
百

七
十
一
万
円
。

企
画
費
で
は
、
稔
ム
目
的
な
調
査
愛
託

料
二
百
万
円
及
び
町
内
一
一
一
路
線
の
過
疎

パ
ス
補
助
金
六
百
五
十
万
円
。

生
活
行
政
推
進
費
で
は
、
中
区
(
柴
)

集
会
所
整
備
事
業
費
等
を
合
わ
せ
て
九

百
八
十
万
七
千
円
。

21意4，080万7千ー円

O円

6，5257了6千川

2，785万 6千円

Of'j 

773万3千円

町
ぞ
つ
く
り
対
策
費
で
は
、
町

ε

つ
く
り

委
員
会
補
助
金
三
百
万
円
。
呈

ε

つ
く
り

補
助
金
二
百
万
円
。
龍
馬
ク
ル
l
ジ
ン

グ
山
瀬
戸
内
イ
ベ
ン
ト
二
百
九
十
万
五

千
円
。
長
浜
大
橋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

設
置
費
等
百
万
円
。

電
算
管
理
費
で
は
、
電
算
機
器
リ
1

ス
及
び
保
守
料
等
三
千
九
百
一
一
一
十
万
一

千
円
。徴

税
費
で
は
、
町
税
賦
課
償
収
費
等

七
千
九
百
六
十
一
万
円
。

戸
籍
住
民
党
鋲
費
で
は
、
二
千
一
一
百

八
十
八
万
五
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

の助国福字国
こな民社干止老
とど.1]:'. • .人

に金母身福
1~を・ T イ本ヰ'Ilこ
う災福障
お害祉害児
金救-者童

10億8，418万7千円 (5.5%増
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社
会
福
祉
の

向
上
と
充
実

予算の使いみち

社
会
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
補
助
金
と
し
て
一
千

六
十
九
万
七
千
円
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
扶
助
費
に
二

千
七
百
万
円
。
母
子
家
庭
及
び
乳
幼
児

医
療
扶
動
費
に
十
千
五
百
三
十
万
円
。

老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の
株
出
金
一
億

一
千
五
百
七
十
万
八
千
円
。
こ
の
ほ
か
、

国
保
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
に
五
千
十

九
万
五
千
円
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
在
宅
福
祉

充
実
の
た
め
ホ
1
ム
ヘ
ル
パ

l
九
名
の

設
置
委
託
料
と
し
て
一
一
一
千
五
百
五
十
四

万
三
千
円
を
計
上
。
ま
た
、
寝
た
き
り

老
人
等
介
護
手
当
て
を
、
月
七
千
円
を

月
七
千
五
百
円
に
改
正
し
て
、
三
百
六

十
万
円
を
計
上
。

老
人
ホ
l
ム
入
所
者
に
対
し
施
設
に

支
弁
す
る
老
人
保
護
措
育
費
委
託
料
と

し
て
七
千
六
百
六
十
五
万
一
千
円
。

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
費
と
し
て
百
二
十

六
万
九
千
円
。

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
事
務
組
合
負

担
金
と
し
て
五
百
六
十
九
万
九
千
円
を

計
上
し
、
老
人
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ

き
、
き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
手
当

一
千
一
一
百
八
十
一
万
円
。
保
育
所
費
と

し
て
二
億
九
千
七
百
二
十
七
万
七
千
円
。

長
浜
乳
児
保
育
所
へ
の
措
置
費
委
託

料
六
千
五
百
九
十
九
万
一
千
円
。

身
体
障
害
者
福
祉
と
し
て
、
身
体
障

害
者
史
一
止
暖
護
施
設
へ
の
入
所
措
置
委

託
料
一
千
六
百
四
十
四
万
四
千
円
。
さ

ら
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
・
療
育

手
帳
A
該
当
者
に
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助

金
、
身
体
障
害
者
に
対
す
る
罰
則
入
所

の理環
こな境保
とど 4来僚主

に護 衛
使-生
うご全
おみ般
金処

7億7，371万6千円 (70.6%増)

健

康

相

談

@

検
診
事
業
の
充
実

環
境
保
護
意
識
の
向
上

保
健
衛
生
費
は
、
成
人
病
対
策
費
と

し
て
、
成
人
病
検
診
、
が
ん
検
診
等
の

委
託
料
一
千
六
百
四
十
一
一
万
五
千
円
。

健
康
相
談
、
訪
問
指
導
、
健
康
教
室
、

機
能
同
復
訓
練
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
教

事
業
委
託
料
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

地
方
改
善
対
策
費
は
、
地
区
の
環
境

改
普
及
び
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、

施
設
改
修
他
、
長
浜
支
部
補
助
金
な
ど

合
わ
せ
て
二
千
二
百
九
十
八
万
二
千
円
。

隣
保
備
費
は
、
隣
保
館
活
動
運
営
費

と
し
て
三
千
二
十
万
七
千
円
。

国
民
年
金
事
務
費
は
、
徴
収
手
数
料

な
ど
合
わ
せ
て
一
千
七
百
十
五
万
一
千

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

室
、
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
に
七

千
六
百
七
万
七
千
円
。

母
子
保
健
対
策
費
と
し
て
は
、
心
身

障
害
児
相
談
事
業
の
親
子
教
室
、
乳
幼

児
健
診
、
母
子
保
健
推
進
活
動
、
子
ど
も

に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
事
業
な
ど
に
一
二

百
五
十
万
二
千
円
を
計
上
し
、
保
健
指

導
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

出
海
、
櫛
生
、
豊
茂
診
療
所
運
営
費

等
に
八
千
一
円
七
十
五
万
六
千
円
。

保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
費
に
三
億
ご
千

二
百
七
十
一
万
凶
千
円
。

環
境
衛
生
費
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

河
川
海
域
の
水
質
汚
濁
防
止
を
目
的
と

す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
補
助
や
、

公
共
墓
地
の
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用

合
わ
せ
て
六
肖
十
七
万
九
千
円
。

塵
芥
処
理
費
は
、
大
洲
市
・
長
浜
町

環
境
セ
ン
タ
ー
負
担
金
八
千
二
百
六
十

九
万
五
千
円
の
ほ
か
、
ご
み
収
集
や
不

燃
物
の
処
理
に
要
す
る
費
用
二
千
七
百

八
寸
五
万
二
千
円
の
他
、
資
源
ご
み
回

収
活
動
奨
励
金
、
生
ご
み
処
理
容
器
設

置
の
補
助
金
四
十
万
円
等
合
わ
せ
て
一

億
二
千
四
百
八
十
二
万
二
千
円
。

し
尿
処
理
費
は
、
大
洲
喜
多
衛
生
事

務
相
合
負
担
金
一
千
九
百
凶
十
七
万
五

農耕抵量購費農
用
地
有
効
利
用
推
進

漁
港
の
維
持
管
理
な
ど

農
業
委
員
会
費
は
、
農
業
者
の
地
位

向
上
と
農
用
地
の
有
効
利
用
推
進
の
た

め
の
委
員
会
活
動
費
及
び
、
農
地
調
整

等
の
経
費
一
千
二
百
一
十
五
万
三
千
円
。

農
業
振
興
は
、
農
地
の
流
動
化
を
推

進
す
る
た
め
の
農
業
構
造
再
編
対
策
事

業
、
新
生
産
調
整
対
策
事
業
、
み
か
ん

等
果
樹
園
転
換
特
別
対
策
事
業
の
ほ
か
、

認
定
農
業
者
が
、
経
営
改
善
計
画
を
達

成
す
る
た
め
に
行
う
経
営
規
模
拡
大
、

千
円
。こ

の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
直
営
診

療
所
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、

補
助
金
等
に
一
億
六
一
白
二
十
五
万
八
千

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

経
営
複
合
化
、
小
規
模
基
盤
整
備
な
ど

の
事
業
を
支
援
す
る
た
め
の
、
認
定
農

薬
者
支
援
対
策
事
業
補
助
金
、
各
種
協

議
会
負
担
金
等
六
百
七
万
九
千
円
。

林
業
振
興
費
は
、
し
い
た
け
の
産
業

振
興
を
図
る
た
め
、
し
い
た
け
産
業
振

興
対
策
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
、
禄
の
少
年
団
育

成
事
業
等
に
対
す
る
補
助
金
等
四
百
四

十
一
万
二
千
円
。

基
盤
整
備
事
業
は
、
県
補
助
事
業
を

導
入
し
林
道
整
備
を
行
う
も
の
で
、
叶

松
足
山
線
の
開
設
事
業
費
な
ど
二
千
二

百
七
十
二
万
一
一
千
円
。

水
産
振
興
古
賀
は
、
漁
業
の
振
興
を
図

る
た
め
の
漁
業
施
設
の
維
持
管
理
に
要

す
る
事
業
費
等
三
百
六
十
六
万
円
。

漁
港
関
係
は
、
櫛
生
漁
港
環
境
整
備

事
業
と
櫛
生
漁
港
沖
防
波
堤
士
事
・
出

海
漁
港
漫
諜
T
L

事
な
ど
、
各
漁
港
の
維

持
管
理
費
を
令
わ
せ
て
八
千
四
十
六
万

九
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
国
土
調
査
費
は
、
一
筆

毎
の
所
有
者
、
百
情
、
地
目
等
地
籍
の

胡
確
化
を
図
る
た
め
の
地
籍
調
査
事
業
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費
四
千
九
百
三
十
八
万
三
千
円
を
計
上

の設管*
こな理道道
とど・-路

に交防
使通災港
ろ 安 ・ 湾
お全住
金施宅下

5億1，407万5千円 (40.7%増)

町
道
白
滝
柴
線

橋
梁
整
備
工
事
な
ど

国
や
県
の
補
助
な
ど
を
活
用
し
て
道

路
整
備
を
行
う
も
の
で
、
こ
の
内
町
道

白
滝
柴
線
橋
梁
整
備
工
事
は
国
庫
補
助

事
業
で
、
ま
た
、
町
道
記
掌
i
豆
柳
鯨

な
ど
二
路
線
を
県
補
助
事
業
で
実
施
し

ま
す
。ま

た
、
町
道
及
び
河
川
、
下
水
道
等

の
新
持
補
修
に
要
す
る
費
用
、
並
び
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
標
識
、
ヵ

I
ブ
ミ
ラ
!

等
の
交
通
安
全
施
設
の
設
置
費
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。災

害
を
受
ゆ
た
か
所
を

復
旧
す
る
た
め
に
使
う

お
金
の
こ
と

昨
年
被
災
し
た
漁
港
施
設
災
害
復
旧

事
業
の
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま体ふで育
れ育れ公の学
まな あ民 全校
すどい館般教

の会・に育
費館図使
用・書う社
も 保 館 お 会
合健・金教

3億4，631万5千円 (7.1%増)

大
和
小
学
校
プ
l
ル

循
環
ろ
過
装
置
改
修
な
ど

主
な
事
業
と
し
て
大
和
小
学
校
プ
ー

ル
循
環
ろ
過
装
置
改
修
を
始
め
、
学
校
、

社
会
教
育
施
設
の
整
備
充
実
及
び
文
化

事
業
、
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、
同
和
教
育
、
青

年
海
外
派
遣
研
修
、
国
際
交
流
事
業
に

対
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

商
届
街
の

活
性
化
対
策
な
ど

商
工
業
の
振
興
費
と
し
て
、
商
工
会

が
行
う
事
業
に
対
す
る
補
助
金
、
中
小

企
業
振
興
資
金
の
預
託
金
、
外
灯
の
修

繕
費
等
に
三
千
二
十
八
万
九
千
円
。

観
光
、
公
園
管
理
費
と
し
て
観
光
協

会
へ
の
補
助
金
、
国
間
光
宣
伝
費
、
公
衆

ト
イ
レ
の
管
理
資
及
び
白
滝
公
間
等
の

維
持
管
理
に
七
百
五
十
三
万
四
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

イ吏
う防
お火
金防
の災

と 2
め

9，911方2千円 (39.8%減)

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
負
担

金
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

町
議
会
運
営
の
た
め

に
使
う
お
金
の
こ
と

おめ増の
金 に 進 福勤
の 使 の 祉労
こうたの者

225万5千円 (0.2%減)

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
費
と
し
て
、

管
理
運
営
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

σ) J.、
これ事
とた業

おの
金た
のめ
:Isに
j斉イ昔
金り

11億453万1千円 (5.0%増)

8，068万7千円 (5.5%増)

1，300万円 (13.3%減)
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険
刊

れ
し
v
n，L

康
問

傭
陀
郎

氏
U
H

国
間被

保
険
者
数
が
前
年
度
よ
り
一
・
八

%
減
の
四
千
五
百
八
十
一
人
と
な
る
見

込
で
あ
る
が
、
予
算
総
額
は
、
五
・
O

%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

付
添
看
護
・
介
護
に
係
る
給
付
及
び
、

入
院
時
の
食
事
療
養
費
の
給
付
等
の
改

正
に
よ
り
医
療
費
は
上
昇
し
、
一
般
療

養
給
付
費
は
前
年
度
よ
り
九
・
O
%
の

増
、
退
職
被
保
険
者
分
の
保
険
給
付
費

は
、
六
五
%
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

国
保
財
政
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
保
財
政
の
健
全
な
運
営
を
図

る
た
め
、
一
層
国
保
制
度
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
健
康
相
談
、
食

生
活
改
普
指
導
等
の
保
健
事
業
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

予算の使いみち

国民健康保険
直営診療所(青島)

1，454万円

|れ

離
島
で
あ
る
こ
と
や
人
口
減
少
に
よ

り
、
受
診
者
も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
診
療
収
入
の
増
収
は
望
め
ず
、
国
・

県
か
ら
の
運
営
補
助
金
と
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。

老人保健
17億3，805万6千円

予
算
総
額
は
十
七
億
一
二
千
八
百
五
万

六
千
円
で
前
年
度
よ
り
十
一
・
九
%
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
給
付
費
は
、

対
象
者
が
増
加
す
る
こ
と
、
老
人
保
健

施
設
療
養
費
及
び
食
事
療
養
啓
一
が
増
加

す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
十
二
・
一
%
の

大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
医
療
受
給
者
は
、
前
年
度

よ
り
三
・
O
%
増
の
二
千
五
十
人
と
な

る
見
込
で
、
今
後
の
高
齢
化
松
会
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
、
医
療
受
給
者
健

康
指
導
等
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

港湾施設事業
1，708万1千円

告コ
港
湾
施
設
管
理
の
た
め
、
一
千
七
百

八
万
一
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

金
業

境
事
明

日
山
付

m

宰
貸
川

住
等

償
還
金
及
び
貸
付
金
返
済
事
務
費
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

目的別の I嚢出は・・ 0

商工費

3.782方3千円 (O.7%)

その他

1，525万6千円 (0.3%)

事簡簡易水道事業
仔扇 5，762万円
つオ三

て遣
し、 lま
ま
す 十

施

で
土也
フじ
管

水道事業
(頭書の通り)

可思F

譜会賢

消防費__  8畑万7干円(1.6%)

9，911万2千円

(2.0%1 

lA!害復旧費ーー
1憧5，441])2千円

(3.1~首)

農林水産業費
2億6，633万2干円

(5.3%) 

開V 性質別の歳出は・・・
維持補惇詩

8，303万2千円
(1.6%1 

その他 2，181万7千円
(0.5%1 

今
年
度
も
徹
底
し
た
漏
水
調
査
を
実

施
し
、
有
収
率
の
向
上
に
努
め
る
と
共

に
動
力
費
等
諸
経
費
の
節
減
を
行
い
な

が
ら
、
経
営
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

工業用
水道事業
(頭書の通り)

包

f
i
業
用
水
は
、
一
日
使
用
水
量
が
三

千
一
二
百
立
方

m
の
契
約
水
量
で
、
現
在

三
社
に
用
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

繰出金

2惜3)13方1千円

(4.6%1 

扶助費一一一

2憧5，658万3千円

(5.1%) 
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シリーズ「ごみ問題J一一一

分
別
収
集
計
画
と
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
平
成
九
年
度
か

ら
全
国
の
自
治
体
で
こ
の
計
岡
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
年

度
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
(
一
般
的
に
は
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

と
一
一
一
口
わ
れ
て
い
ま
す
)
に
基
づ
き
、
市
町
村
で
作
成
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
ら
れ
た
た
め
で
あ
り
ま
す
が
、
乙
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
背
景
に

は
、
地
球
的
規
模
で
の
資
源
保
護
と
環
境
保
全
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

現在手作業に頼っている中間処理(ぴんや缶の分別)

主
也
記
在
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
障
害
と
な
っ

一
苦
戸
て
い
る
の
は
、
排
出
か
ら
再
利
用

ま
で
に
技
術
的
・
経
済
的
・
社
会
的
障

害
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
、
最
終
処
分

費
肘
よ
り
も
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
が
高
い
、

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
材
料
が
パ

l
ヲ
ン

材
料
よ
り
も
高
く
つ
く
こ
と
だ
と
一
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
消
費
者
、

市
町
村
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
や
容
器
包
装

メ
ー
カ
ー
な
ど
の
特
定
事
業
者
が
、
各
々

の
立
場
で
廃
棄
物
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
仁
取
り
組
む
こ
と
を
口
慢
に
し
て
制

定
さ
れ
」
ま
し
た
。

A

ふ
「
寄
浜
町
で
も
、
こ
の
よ
う
な
中
「
循

I
I
環
朝
一
社
会
」
の
必
要
性
を
十
分
に

認
識
し
た
上
で
、
最
終
処
分
場
へ
の
担

め
立
て
処
分
量
を
削
減
し
、
地
球
環
境

保
全
に
少
し
で
も
役
立
て
る
た
め
、
町

民
、
行
政
、
事
業
者
の
役
割
を
明
確
に

し
て
、
同
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
進
む

べ
き
方
向
を
示
す
も
の
と
し
て
、
「
長

浜
町
分
別
収
集
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た。
」
の
計
画
は
五
カ
年
計
闘
で
、
木
年

度
四
月
を
始
期
と
し
、
三
年
こ
と
に
見

直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
内
か

ら
一
年
間
に
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
内
、

概
ね
九
百
ト
ン
が
容
器
包
装
廃
棄
物
で

あ
る
と
予
想
さ
れ
、
初
年
度
は
そ
の
約

一
O
%を
再
資
源
化
す
る
計
画
に
な
っ

て
い
ま
す
。
当
初
の
対
象
品
目
は
「
ア

ル
ミ
缶
」
「
ス
チ
ー
ル
桁
」
で
す
が
、

さ
ら
に
段
階
的
に
対
象
品
目
と
資
源
化

量
を
附
加
し
て
、
「
無
色
ガ
ラ
ス
」
「
茶

色
ガ
ラ
ス
」
「
そ
の
他
ガ
ラ
ス
」
「
ベ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」
ま
で
を
対
象
と
し
、
五
カ

年
で
資
源
化
量
を
漆
器
包
装
廃
棄
物
の

約
二

O
%
ま
で
高
め
る
予
定
で
す
。

引
ヨ
マ
の
た
め
に
は
、
現
在
手
作
業
に
頼
つ

U

」
て
い
る
中
間
処
理
を
効
率
化
す
ゐ

た
め
の
、
新
規
施
設
桔
備
も
不
可
欠
と

な
り
ま
す
が
、
よ
り
合
理
化
す
る
た
め

に
は
、
収
集
段
階
ま
で
で
の
分
別
を
行

わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
資

源
化
前
十
を
高
め
る
た
め
に
は
、
排
出
さ

れ
る
ご
み
の
品
質
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

缶
や
び
ん
の
由
上
身
が
残
っ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
り
、
材
質
の
異
な
る
キ
ャ
ッ
プ

な
ど
が
つ
い
た
ま
ま
で
は
資
源
化
が
国

株
比
弓
、
ト
'
。

持
要
寸

r
(

ノ

杭
践
で
は
、
師
団
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

一
世
会
長
称
)
を
設
け
、
廃
棄
物
の

減
量
や
分
別
収
集
の
実
施
に
関
す
る
問

題
点
を
協
議
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
速

々
か
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
な

く
し
て
、
分
別
収
集
や
再
資
源
化
を
進

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
処
理
経
費
の
削
減
と
資
源
化
の

促
進
は
、
ど
ろ
し
で
も
避
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
問
題
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が

そ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
、

今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。ザ判

盛
田
弘

魁
団
側
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あ
な
た
の
声
が

道
づ
く
り
に

活
か
さ
れ
ま
す

人権作文ほか

建
設
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
道
路
審

議
会
で
は
、
「
二
十
一
世
紀
の
生
活
と

道
を
考
え
る
委
員
会
」
を
設
け
、
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
と
い
う

考
え
方
の
も
と
、
新
し
い
道
路
計
画
を

作
る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
度
、
今
後
の
道
路
政
策
の
目
指
す
べ

き
方
向
や
渋
滞
緩
和
・
暮
ら
し
と
道
と

の
関
わ
り
、
交
通
安
全
の
確
保
な
ど
の

重
要
な
テ
i
マ
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

考
え
方
を
示
し
た
「
中
間
と
り
ま
と
め
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
通
じ

て
、
こ
れ
ま
で
の
道
路
政
策
を
見
直
し
、

改
め
て
皆
さ
ん
の
自
由
な
ご
意
見
・
ご

提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
応
募
下
さ
い
。

な
お
、
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
等
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
及
び
、
送
付
方

法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
お
問
い
合
せ
一
愛
媛
県
土
木
部
道
路

建
設
課
(
宮

O
八
九
|
九
四
一
l
一
二

1
4
r
L

て一品

い
川
す
一
山

一
二
ま
た
は
、
建
設
省
大
洲
工
事
事

務
所
調
査
第
二
課
(
程
二
四
五
一
八

五
)
ま
で
。

一
提
案
送
付
先
及
び
送
付
方
法
一
一
T

一

O
五
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
|
八
i
一

0
第
十
五
森
ピ
ル
・
二
十
一
世
紀
の
生

活
と
み
ち
を
考
え
る
委
員
会
事
務
局

(
F
A
X
O
一二

O

六
二
六
六
六

一、

h
t
t
p
:
w
w
w
.
r
o
a
d

2
1
j
i
c
e
-
o
r
-
-
P
)
 

翻

放

送

大

学

「

ビ

デ

オ

鞠

鱗

公

開

講

座

」

の

ご

案

内

灘

畿

1
目
立
大
洲
青
年
の
家
1

議

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
を
効
果
的
に
活

用
し
て
、
大
学
教
育
の
機
会
を
多
く
の

人
に
提
供
し
て
い
る
放
送
大
学
。
そ
こ

で
使
用
さ
れ
て
い
る
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を

活
用
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
学
習
機
会
を

提
供
す
る
「
ビ
デ
オ
公
開
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
是
非
受

講
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

一
実
施
期
間
一
五
月
十
一
日
j
七
月
一
一

十
七
日
の
聞
の
毎
日
曜
日

一
会
場
}
国
立
大
洲
青
年
の
家

一
対
象
・
定
員
}
ど
な
た
で
も
受
講
で

き
ま
す
。
各
科
目
四
十
人
ま
で
。

一
科
目
一
世
界
の
社
会
福
祉
、
人
間
行

動
学
ご
科
目
か
ら
で
も
受
講
可
)

一
受
講
料
}
一
科
目
に
つ
き
二
千
円

(
別
途
テ
キ
ス
ト
代
必
要
)

{
申
込
期
間
・
方
法
}
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
電
話
ま
た
は
は
が
き
・

F

A
X
で
申
し
込
み
資
料
を
請
求
。

一
お
問
い
合
せ
}
国
立
大
洲
青
年
の
家

(
大
洲
市
北
只
一

O
八
六
、
宮
二
四

五
一
七
五
、

F
A
X
二
四
二
九
O
九
)

ま
で
。

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を
/

役
場
@
銀
行
窓
口
に

募
金
箱
設
置

四
月
二
十
四
日
5
五
月
三
十
一
日

心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
ま
た
、
あ
ら

ゆ
る
生
物
の
生
存
に
不
可
欠
な
水
の
供

給
源
と
し
て
、
人
間
の
健
康
で
文
化
的

な
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重

な
財
産
で
あ
る
森
林
を
守
る
活
動
を
支

援
す
る
「
緑
の
募
金
」
が
始
ま
り
ま
し

た。
長
浜
町
森
林
と
緑
の
募
金
推
進
協
議

会
で
は
、
役
場
窓
口
、
企
業
、
学
校
等

で
募
金
活
動
を
す
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
是
非
ご
協
力
下

さ
い
。

{
お
問
い
合
せ
}
役
場
経
済
課
内
、
長

浜
町
森
林
と
緑
の
募
金
推
進
協
議
会
事

務
局
(
宮
五
一
一
一
一
一
こ
ま
で
。

1 ぃ「もと「んちいしく までー はんかたふくん生大
; いや、、やはやたよんそし、年三じがなのみつ人のじこ

ミこめせちめ、ん ーにたのたは生じめないでってか A けの 司jんてやあ ち なの士てき己 くんま¥ せう O DZそとき しみ凶のま 0 したいんがえ
といいこ ちのん い 、 あん句こし そて土つがお

九いはしわ や C でつ A いな尺とたのし、のし、こか
ふう、たさ で o 1) てこ山よーりい
っよ そな 買益逼逼直通闇酎吾詰臨智時間臨臨時酷田園函し I 、わのう ・ まだ
たり うい麗盟甑輔I~:~覇軍民瞳麗訳語盟闇た ダめしかけ二しん

で で 闇園田Z企溜魁且ぷ連盟昆~ヨ置醐 o 1 ってしミん年たつ
でも す Jl | の た し だ め 生 。 ぶ
L つ 。 I一 B にまんいのーし

もぱるまらあ とでし 「 じ と う
はま しいいほおあ 1 ・ーム 会 ま A い

まなえたってんもげ( 小学 1年生 |つくっお J
すいに。てのといた~ ~ I ー._たんと

。か、わあきうまほ I ( 8年度人権作文集より) Iのはかしもたげ も に し う ¥_ ，，--..' ...__， I __....-，_~- ， ~で、んや

かっしるちゃたカf しど?うすい

会主へ EZf。主 52ぺ}竺き与 z三tftをf
えさちだんい っくりゃしゃたにくたうとでした

すふ守主主 E 三TUをそ E会空会主 2 二モぶ
とこいかて jf だぶしとだわ己びい、ば し な
おとすりか、 、つよい かか たつ を て よ:
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時
一
界
の
絵
本
展

ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
日
本
の
絵
本
、

外
国
の
絵
本
、

H
本
の
昔
話
絵
本
、
た

め
に
な
る
知
識
の
絵
本
な
ど
、
主
に
幼

児
小
学
生
を
対
象
と
し
た
絵
本
、
約

二
宵
点
を
展
示
し
、
次
の
円
程
で
「
世

界
の
絵
本
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
、
是
非
ご
来

場
下
さ
い
。

一
崩
回
一
五
月
十
六
日
j
二
十
二
日

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

固
定
資
産
税
(
土
地
)
の

標
準
宅
地
に
係
る

路
線
価
格
等
の
公
開

平
成
九
年
度
評
川
存
え
に
伴
、
つ
固
定

資
産
税
評
価
額
の
積
算
基
礎
と
な
る
一

d
当
た
り
の
価
格
を
、
町
内
の
代
表
的

な
八
十
三
地
点
を
対
象
に
次
の
と
お
り

公
開
し
ま
す
。

一
公
開
の
期
間
}
平
成
九
年
五
月
十
二

日
j
五
月
三
十
日
(
但
し
土
曜
日
、
日

曜
日
は
除
く
)

一
公
開
の
時
間
}
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

一
公
聞
の
場
所
一
役
場
税
務
課
及
び
各

連
絡
所

一
公
開
対
象
地
目
}
宅
地

一
公
開
の
対
象
範
囲
一
基
準
地
を
含
む

全
標
準
地
の
単
位
当
た
り
の
価
格

な
お
、
詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資

産
税
係
(
宮
五
二
1

一
一
一
こ
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

。
児
童
手
当
を

受
け
て
い
る
方
へ

六
月
中
に
現
況
屈
の
提
出
を

児
童
手
当
(
特
例
給
付
を
含
む
)
を

受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
六
月
中
に

「児
ι
塁
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
六
月
一
日
に
お
け

る
現
況
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
、
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
屑

で
す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
し
ハ

月
分
以
降
の
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
め
ま
す
の
で
必
ず

提
出
し
て
下
さ
い
。

一
届
出
期
間
}
六
月
一
日
j
六
月
三
十

寸
J

{
届
出
場
所
}
役
場
福
祉
課
又
は
弁
連

絡
所※

現
況
出
の
用
紙
は
、
役
場
受
付

及
び
各
煙
給
所
に
あ
り
ま
す
。

一
お
問
い
合
せ
}
役
場
楕
祉
課
(
宮
五

一
一
一
一
一
一
・
(
有
)
二

C
七
一
)

ま
で
。

i有識
モ怠乱V

/A N、
e官Pe態bザωiも山

A、B、Cの絵は左側の

どの絵と合うでしょう。

一つ合わない絵があります。

ヤ コ、 l-8、Z-'<;f・・・A;

鉄
砲
刀
剣
類
の
登
録

次
の
と
お
り
、
銃
砲
刀
剣
類
の
鑑
定

登
録
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
速
や
か
に

発
見
者
(
所
有
者
)
白
身
が
銃
砲
刀
剣

類
を
持
参
し
、
登
録
手
続
」
守
し
て
ド
さ

、ν{
目
時
一
毎
月
第
三
水
曜
日
(
祝
日
の

場
令
は
翌
日
)
:
万
剣
類
:
・
午
後
一
時

j
午
後
四
時
、
銃
砲
:
・
午
後
一
一
一
時
j
午

後
四
時

{
場
所
}
愛
媛
県
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー

(
松
山
市
北
持
田
町
二
ニ
九
1

一一)

一
持
参
品
}
①
万
剣
類
発
見
届
出
済
証

②
当
該
銃
砲
刀
剣
類
③
手
数
料
一
件
に

つ
き
五
千
九
百
円
④
印
鑑
⑦
身
分
証
明

書
(
運
転
免
許
等
本
人
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
も
の
)

{
注
意
}
鏡
砲
万
剣
類
は
、
発
見
時
の

状
況
の
ま
ま
で
持
参
の
こ
と
。

一
お
問
い
合
せ
}
愛
媛
県
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
(
盟
O
八
九
l
九一一一四

三
二
二
九
)
ま
で
。

平
成
九
年
産
愛
媛
県

交
通
事
故
相
談
所
を
開
設

①
大
洲
市
大
訓
六
九

O

一
、
大
洲
市

役
所
三
階
会
議
室
(
由
一
四
一
一
二

一

)開
設
日
:
・
毎
月
八
日
と
二
十
日

②
八
幡
浜
市
松
柏
一
一

O
一
、
八
幡
浜

地
庁
局
二
晴
町
村
会
議
室
(
宮

O
八
九

四
l
一
一
一
一
!
四
一
一
一
)

開
設
日
:
・
毎
月
二
十
五
日

一
置
付
時
間
一
い
ず
れ
も
午
前
十
時
j

午
後
三
時

※
開
設
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場

-1合

j巧暗躍謬です ~長浜町立図書館~i?
書名 著者 i皇

;お母さんのあいさつと文書 新星出版社編集部編 i日
たのむよ和代氏、もう一度しゃべって 藤子不二雄A

ーお母さん、ごめん 佐々木賢太郎

E 小粋な失恋 内錯牧子

失楽|京J (上・下) 渡辺 淳一
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町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

の
急
病
や
事
故
に
素
早
く
対
応
す
る
た

め
、
緊
急
通
報
用
電
話
器
を
設
置
し
、

二
十
四
時
間
体
制
で
通
報
を
管
理
し
て

し
宇
品
、
寸
ノ

O

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
宅
に
電
話
器
と
ペ
ン
ダ
ン
ト

型
発
信
機
を
備
え
、
緊
急
事
態
が
発
生

し
た
と
き
、
電
話
器
か
ペ
ン
ダ
ン
ト
の

ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
「
四
国
安
全
セ
ン

一一一一福祉コーナー

タ
l
」
に
自
動
的
に
通
報
さ
れ
ま
す
。

「
四
国
安
企
ゼ
ン
タ
l
」
は
、
必
要
に

応
己
て
救
急
車
の
出
動
を
要
請
し
た
り
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
あ
る
近
隣
者
に

連
絡
し
て
安
否
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

。
設
置
で
き
る
方

六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

方
で
、
発
作
性
の
持
病
等
一
の
あ
る
万
。

た
だ
じ
、
必
要
性
の
高
い
方
か
ら
優

先
し
て
貸
付
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
。
貸
付
付
料

24時間体制の緊急通報用電話器

無

償

な
お
、
詳
し
く
は
、
長
浜
町
役
場
福

祉
課
(
宮
五
二
ー
一
一
一
一
・
(
有
)
二

O
七
二
)
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

②
 

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
が
県
下
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。
当
町
も
募
金
や
新
規

社
員
の
募
集
に
と
り
組
み
ま
す
。
皆
さ

ん
の
協
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま

す。古
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
世
界
各
国

の
赤
十
字
社
と
手
を
つ
な
ぎ
、
人
々
の

幸
福
と
世
界
平
和
の
た
め
に
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

*
災
害
救
護
活
動

災
害
が
お
き
た
時
に
必
一
安
な
、
毛

布

-
H用
品
等
の
救
援
物
資
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
際
救
援
活
動

紛
争
や
自
然
災
害
で
苦
し
む
世
界

の
人
々
の
救
援
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す。

*
青
少
年
赤
十
字
活
動
。
奉
仕
団
的

動
・
救
急
法
や
家
庭
看
護
法
の
講
宵

会
等
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

O

こ
の
よ
う
な
赤
十
字
の
活
動
は
、

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
に
よ
り

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
に
圃
・
・

0

r'--'一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「
品主民議こセ±雇副長 主主 l
すは類をの カ丘二橋 j共 ー...C! i 
花じの千方テ l 金).-'町 'iJ1τ骨 1

室六日午 Z2主;
激組・盟醗翠園田ど玄汀→… τ 沼?聞込

ぷ謝躍謡、話語之主皇制王 調主 l
簿幾麹躍盤覇盟国圃・E四白り的も i 類材ヤ i5t .::.tz'J マ

i滋議会 ぷ選欝舗陸欝鱒覇醒璽季ななのド 作件空で 寒露 ? 
竣銭吋ふ総予審.麗欝灘謡襲璽襲霊童折光肱やは し白 袋三ElI: 

E 子 議i麗謹覇Z雪24主 主字喜主 j霊.I 
I -nnJ.;c'lln+，.，....I=.r:::_L_J，.;r;. ~一一一一一一一一一一一一一ー ら 界 橋 しレる路 .II~屈強 I! 架橋当時の長浜大橋 長浜大橋 窓際

まり 求皆と い晴メ拘泌滋 I
で対なめさおこまら 1ぷ !tf~.ó!.!.!.~.お ! 

! 川 一 J 泳三輔__ F'，，~ ~ ''d 't:_1'l; T 。い刀、滋御
お策お下ん手のすしじ過当滋容

露盤盤鐘長:し一週調臨 2計三日目撃 !
i li藤野 L畿不調関 rrz fiEl Lぷ輯藤議議選Lぷ麟鱗鑑川輔圏直轄盟 さ|役 Lこいー と

議警察 三日数乙一議欝謹瞳置醸盤欝撞畿六〓 iよれ引 しミ一場 是ま枚 にじ 5ニ I 

議芯!審議璽欝男一一首長 o二王 主主主 Zん i
1時 U誌でι 一一献言まつり こ7Rて自主成す i 
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税
務
課
国
土
調
査
係

浜

上

幸

ぬ
周
(
仁
久
)

四
月
よ
り
長
浜
町
職
員
の
一
員
と
な

り
ま
し
た
、
仁
久
出
身
の
浜
上
幸
治
で

す
。
地
元
長
浜
町
で
行
政
の
仕
事
を
す

る
こ
と
は
、
学
生
時
代
か
ら
の
夢
で
し

た
の
で
、
念
願
の
役
場
に
は
い
る
こ
と

が
で
き
、
喜
び
と
共
に
職
員
と
し
て
の

白
覚
が
湧
い
て
来
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
感
激
を
い
つ
ま
で
も
心
に
刻
み
続

け
、
仕
事
に
遇
進
し
て
い
き
た
い
と
決

意
し
て
い
ま
す
。

高
い
知
性
と
品
性
に
加
え
、
広
い
視

点
に
立
っ
た
社
会
人
、
ま
た
、
町
の
発

展
に
貢
献
し
う
る
職
員
と
な
る
よ
う
努

力
し
、
先
輩
や
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導

を
受
け
な
が
ら
一
日
も
早
く
仕
事
を
覚

え
、
長
浜
町
発
展
の
た
め
に
微
力
を
尽

く
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
技
と
い
う
程
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
は
、
学
生
の
頃
か
ら
大
好
き
な
サ
ツ

忠
一

r吋
d

.一
JOZ5覇
t

カ
ー
を
続
け
て
い
ま
す
。
仕
事
後
、
週

二
回
、
長
浜
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

お
借
り
し
て
練
習
に
励
み
、
将
来
は
県

リ
l
グ
で
プ
レ
イ
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
サ
ッ
カ
ー

で
培
っ
た
体
力
や
精
神
力
を
仕
事
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

税
務
課
固
定
資
産
税
係

上
田
秀
和
(
長
浜
)

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
役
場
に

入
り
ま
し
た
上
田
秀
和
で
す
。

私
は
、
町
職
員
と
し
て
次
の
こ
と
を

心
が
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
町
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、

一
部
の
人
た
ち
の
奉
仕
者
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
町
民
の
負
託
を
受
け

て
、
公
金
で
仕
事
を
す
る
の
で
す
か
ら
、

一
部
の
人
や
団
体
に
対
し
て
だ
け
有
利

な
取
り
計
ら
い
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
公
平

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
い
う
自
覚

の
下
で
仕
事
を
し
て
い
く
と
共
に
、
常

に
広
い
視
野
に
立
っ
て
物
事
を
見
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
税
務
課
で
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
ど
の
課
に
移
つ

で
も
自
分
に
与
、
え
ら
れ
た
仕
事
を
き
ち

ん
と
こ
な
し
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

公
務
員
、
行
政
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。し

か
し
、
今
の
と
こ
ろ
は
、
自
分
の

仕
事
を
覚
え
る
の
に
精
一
杯
で
す
。
そ

の
た
め
か
、
趣
味
の
将
棋
に
費
や
す
時

聞
が
あ
ま
り
と
れ
ず
、
少
し
寂
し
い
感

じ
が
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
、
将
棋

サ
ー
ク
ル
作
り
を
検
討
し
て
い
る
の
で

す
が
、
皆
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

訓
伊

経
済
課
水
産
振
興
係

山
下
由
香
理
(
豊
茂
)

は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
度
か
ら
、
経

済
課
水
産
振
興
係
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
山
下
由
香
理
で
す
。

私
は
、
長
浜
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

肱
川
あ
ら
し
ゃ
白
滝
の
紅
葉
な
ど
、
長

浜
の
白
然
が
大
好
き
で
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
長
浜
で
生
活
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
こ
の
ふ
る
さ
と
長
浜
に
つ

い
て
も
、
私
の
知
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
学
生
時
代

に
も
、
も
っ
と
長
浜
の
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
、
今
ま
で
学
ん
だ
こ

と
、
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
活
か
し
て
、

長
浜
の
発
展
に
微
力
な
が
ら
も
貢
献
で

き
れ
ば
と
思
い
、
役
場
へ
の
就
職
を
希

望
し
受
験
し
ま
し
た
。

し
か
し
現
実
は
、
社
会
に
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
ば
か
り
で
、
反
対
に
足
手

ま
と
い
に
な
り
、
至
ら
な
い
と
こ
ろ
ば

か
り
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
一
日
も
早
く
充
実
し
た

仕
事
が
で
き
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
.さ

6
h酔
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生
活
改
善
一
は
ま
な
す
グ

H
W
i
。フ

野
菜
入
り
に
ぎ
り
天

(
約
二
十
個
分
)

{
材
料
一

寸
魚
の
す
り
身

一
塩

1

一
砂
糖

※
一
薄
口
醤
油

一

口

刊

十

日

uワ

「
調
味
料

寸
人
参

則
一
玉
葱

「
ご
ほ
、
っ

一
作
り
方
一

①
魚
(
ア
ジ
、
タ
チ
ウ
オ
、
エ
ソ
、
ス

ゴ
チ
、
ハ
モ
・
:
な
ど
)
を
よ
く
洗
っ
て

ミ
ン
チ
に
す
る
。

②
※

1
を
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
、
粘
り

が
出
る
ま
で
こ
ね
る
。

③
※
2
を
千
切
り
に
す
る
。

④
②
と
③
を
合
わ
せ
て
、
適
当
な
大
き

九
O
O
g

一O
g

一
六
g

一O
∞

一
/
/
二
個

少
々

好
み
に
応
じ
適
量

イシ名，

さ
に
し
て
油
で
中
火
で
揚
げ
る
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
:
魚
は
よ
く
水
で
洗

う
こ
と
。
油
抜
き
の
効
果
が
上
が
り
ま

す。

ち
知

山
町

宇
A

山
市

-

a

佑
判

中
f

八

美

恥
国
的

発
国
一
賄

種
平
品

「
付
川

諸民不

行ν-"pでてう
の

f

、、
d

x
l
 

い
消
川
勺

私
た
ち
は
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
、

町
文
化
協
会
の
設
立
と
共
に
本
格
的
に

活
動
を
始
め
て
以
来
約
十
五
年
間
、
お

雛
様
や
鯉
臓
な
ど
の
季
節
に
合
わ
せ
た

壁
飾
り
や
袋
物
、
花
な
ど
数
多
く
の
手

芸
作
品
を
作
り
続
け
て
来
ま
し
た
。

現
在
は
、
毎
月
一
回
ふ
れ
あ
い
会
館

に
仲
間
が
集
ま
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

はまなすグループの皆さん

参て騒音ますf除ぺ\~oミ、1ぺ¥r'J屯

本
宮

(手芸)

E 争+副

主主主長浜辛
4晶

作
品
が
い
い
出
来
映
え
に
仕
上
が
っ
た

時
や
た
ま
に
失
敗
し
た
時
な
ど
、
み
ん

な
で
見
せ
合
い
笑
っ
た
り
悔
し
が
っ
た

り
と
、
和
気
藷
々
の
雰
囲
気
で
手
芸
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
、
町
の
文
化

祭
や
郵
便
局
の
ロ
ピ
1
へ
展
示
し
た
り
、

八
幡
浜
管
内
で
開
催
さ
れ
る
高
齢
者
趣

味
の
作
品
展
へ
出
品
す
る
な
ど
、
意
欲

的
に
作
品
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

手
芸
に
興
味
の
あ
る
方
、
月
に
一
度

私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
い
手
芸
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
見
ま
せ
ん
か
。
遠
慮

な
く
ご
連
絡
下
さ
い
。

一
練
習
日
一
毎
月
第
二
金
曜
日
(
午
前

九
時
j
午
後
五
時
)

一
練
習
場
所
}
ふ
れ
あ
い
会
館
和
室

一
連
絡
先
}
井
内
キ
ヨ
カ
(
宮
五
二
|

一
三
三
五
)
ま
た
は
、
久
保
幸
代
(
宮

五
二
ー

O
四
六
九
)
ま
で

一
会
員
}
保
積
マ
サ
コ
、
井
内
キ
ヨ
カ
、

A

少
し
レ
い
ポ
L

h
県
内

3
0

~o~ -tl)~。
J
1
め
一
組

砂

利

純

d
M
3
1
2

い
2
ノ
い
ス

J

岡
道
静
子
、
岩
城
千
代
子
、
竹
内
政
子
、

中
川
ミ
ヨ
子
、
堀
井
志
喜
子
、
山
本
モ
、

ヱ
、
二
宮
美
津
子
、
土
居
ミ
キ
子
、
小

西
イ
セ
子
、
込
岡
輝
子
、
大
石
さ
よ
子
、

亀
田
鈴
子
、
中
川
美
津
子
、
叶
同
美
鈴
、

大
西
季
子
、
高
木
文
子
、
大
橋
孝
子
、

木
田
勢
伊
子
、
中
田
安
津
美
、
東
浦
愛

子
、
西
岡
ヤ
ヱ
コ
、
久
保
幸
代

長浜手芸会の皆さんによる作品の一部

さ
わ
ず
名
も

4γ
弓
川
/
ヴ

rhJt

レ有勺

3
3
v
b人
印
刀
V
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プ
ロ
の
披
術
を
学
ぼ
う

ー
小
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室
z
l

三
月
八
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
プ
ロ
の
指
導
者
を
招
い
て
の
少

年
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
、
町
内

の
小
中
学
生
ら
約
八
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
長
浜
町
町
づ
く
り
委
員
会

イ
ベ
ン
ト
部
会
が
、
子
ど
も
た
ち
に
プ

ロ
の
サ
ッ
カ
ー
技
術
を
学
ん
で
も
ら
お

う
と
開
催
し
た
も
の
で
、
参
加
し
た
未

来
の

J
リ
l
ガ
ー
た
ち
は
、
和
泉
茂
徳

氏
(
愛
媛
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
)
ら

四
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル

の
技
術
に
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

校
訓
碑
が
で
き
ま
し
た

ー
豊
茂
小
学
校
校
訓
碑
除
幕
式

1

三
月
二
十
六
日
、
豊
茂
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
関
係
者
ら
約
五
十
人
が
出関係者らにより除幕される校訓碑

席
し
校
訓
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

「
強
く
正
し
く
明
る
く
」
と
刻

ま
れ
た
こ
の
碑
は
、
地
元
出
身
の
楠
原

キ
ク
さ
ん
(
松
山
市
在
住
、
九
二
)
の

母
校
へ
の
寄
付
金
を
基
に
、

P
T
A
会

員
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
建
て
ら
れ

た
も
の
。
式
で
は
、
児
童
代
表
か
ら
楠

原
さ
ん
の
ご
親
族
へ
花
束
が
贈
ら
れ
た

後
、
で
」
の
碑
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と

お
札
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

ご
み
を
捨
て
な
い
で
f

熱心に指導に聞き入る子どもたち

ー
櫛
生
港
高
松
地
区
児
童
会
活
動
1

三
月
二
十
七
日
、
櫛
生
小
学
校
高
松

地
区
児
童
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
櫛
生

漁
港
内
へ
の
ゴ
ミ
捨
て
禁
止
を
呼
び
か

け
る
看
板
二
枚
が
設
置
さ
れ
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
、
児
童
ら
は
、

ま
ず
早
朝
か
ら
周
辺
の
ご
み
を
拾
い
集

め
、
そ
の
後
、
手
づ
く
り
の
看
板
を
漁

港
内
二
カ
所
に
取
り
付
け
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
看
板
に
は
、
自
分
た
ち

で
考
案
の
「
ゴ
ミ
す
て
ず
自
分
も
楽

し
み
人
も
楽
し
む
」
と
「
ゴ
ミ
す
て

も
ー
っ
と
視
野
を
広
げ
よ
う

ー
な
が
は
ま
ふ
れ
あ
い
広
場

1

四
月
六
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
、
ま

る
か
じ
り
体
験
・
な
が
は
ま
ふ
れ
あ
い

る
あ
な
た
の
心
も
ゴ
ミ
だ
ら
け
7
」

の
標
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

嵐太鼓に挑戦する参加者

広
場
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
約
八
十
人
が
参
加
し
た
。

視
野
を
広
げ
国
際
的
活
動
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
国
際
町
づ
く
り
実
行
委
員
会

が
主
催
し
た
こ
の
広
場
は
、
ス
リ
ラ
ン

カ
カ
レ
ー
の
手
づ
か
み
で
の
試
食
や
、

外
国
語
指
導
助
手
エ
イ
ド
リ
ア
ン
さ
ん

に
よ
る
手
品
シ
ョ

l
、
嵐
太
鼓
へ
の
体

験
入
門
な
ど
、
参
加
者
に
と
っ
て
は
初

め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
心
ふ
れ
あ
う

す
て
き
な
体
験
の
一
日
と
な
っ
た
。

直言

」反骨
容に支i
句」ー」

?亘

紫
の
色
に
は
じ
ま
る
ヒ
ア
シ
ン
ス

宮

菊

枝

手づくりの看板を設置する子どもたち

啓
塾
ゃ
あ
で
な
く
出
で
て
書
埠
に
入
る

岩

本

勝

義

雨
し
と
ど
め
げ
ず
に
花
の
六
七
分

上

回

ス

ミ

有
り
明
け
の
月
ほ
ん
の
り
と
穂
麦
風

上

田

孝

子

万
歩
計
花
に
誘
は
れ
遠
廻
り

久

保

裡

子

春
日
の
な
か
大
工
鯛
あ
と
の
昼
将
棋

清

水

禎

子

留
守
番
も
老
の
気
楽
さ
花
菜
飯

都

築

一

子

菜
の
花
忌
伊
予
の
歴
史
の
輝
き
て

平

井

松

子

練
乳
を
あ
ふ
る
る
程
に
春
喜

森

悦

子

H

白
滝
小
学
校
H
H

ち
ょ
う
た
ち
が
み
ん
な
な
か
よ
し
お
に

ご

っ

こ

四

年

西

村

友

希

た
ん
ぽ
ぽ
が
春
風
さ
ん
と
あ
そ
ん
で
る

四

年

上

崎

寛

恵

春
が
来
た
虫
た
ち
集
ま
り
パ
レ
ー
ド
だ

四

年

渡

違

正

太

花
た
ち
が
に
こ
に
こ
え
が
お
で
お
出
む

か

え

五

年

和

佐

田

寛

代

せ
な
か
よ
り
大
き
く
見
え
る
ラ
ン
ド
セ

ル

五

年

大

西

裕

子

春
の
風
虫
や
小
鳥
の
声
ほ
こ
ぶ

五

年

藤

田

憂

也

ふ
き
の
と
う
銀
の
雪
か
ら
芽
を
出
し
た

六

年

瀧

川

哲

志
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す
い
せ
ん
が
お
と
な
り
さ
ん
と
は
な
し

て

る

六

年

徳

山

絵

里

一
年
生
歩
い
て
い
く
の
は
ラ
ン
ド
セ
ル

六

年

岡

本

慧

太

た
け
の
こ
が
ぽ
っ
こ
り
ぽ
こ
っ
と
び
だ

し

た

六

年

本

慶

H

戒
川
小
学
校
H

オ喬

か
わ
い
い
な
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
し
っ

ぽ

ふ

る

二

年

久

保

智

裕

は
る
の
こ
え
み
ん
な
た
の
し
く
は
な
し

て

る

二

年

宮

下

友

里

た
ん
ぽ
ぽ
が
つ
ぼ
み
を
だ
し
た
お
日
さ

ま

だ

三

年

宇

都

宮

静

香

さ
く
ら
の
め
そ
ろ
そ
ろ
ひ
ら
き
き
れ
い

だ

な

四

年

二

宮

諒

多

春
の
か
ぜ
す
み
れ
に
あ
た
る
き
れ
い
だ

な

四

年

宮

下

法

子

一一一表彰@一歳です

梼繍蕗鶴照3畏抑予m均明秘略帝明弔晴持問喝鳴寺斡F悶怠瞳誌鋭泣問弓吻部判玲伊炉略
;宵践烹舟烹歳ミ烹で司雪司似を己出単込川坊S糊当締曹手什165Ji
3布ρE&E諜設渓g詰5蹴2詔2深gC剖C

ゆうたろう

斎藤祐太郎ちゃん

あ
っ
た
か
い
桜
も
咲
い
て
い
い
気
分

五

年

宇

都

宮

悠

一

春
の
風
桜
の
か
お
り
連
れ
て
く
る

五

年

久

保

智

恵

竹
の
子
の
小
さ
な
芽
が
出
て
も
う
春
だ

六

年

二

宮

ま

ど

か

菜
の
花
が
道
い
っ
ぱ
い
に
き
れ
い
だ
な

六

年

二

宮

麻

希

春
の
朝
サ
ラ
サ
ラ
サ
ラ
と
森
が
鳴
く

六

年

二

宮

光

明
関
定
市
さ
ん

交
通
道
徳
協
会
感
謝
状

ん
(
七
回
)
が
、
肘
交
通
道
徳
協
会
か

ら
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
三
月

十
四
日
、

J
R
長
浜
駅
で
そ
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
、
宇
都
宮
八
幡
浜
管
理
駅
長

よ
り
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
か
ら
今
日
ま
で
四
十
年

余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、
長
浜
駅
周
辺

の
清
掃
や
花
壇
の
整
備
等
の
奉
仕
活
動

を
続
け
ら
れ
、
交
通
道
徳
の
高
揚
と
環
一
一
一
月
二
十
一
日
、
町
体
育
館
大
ホ
l

境
美
化
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
ル
で
第
二
十
八
団
長
浜
町
社
会
福
祉
大

よ
り
、
こ
の
ほ
ど
長
浜
の
明
関
定
市
さ
会
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
福
祉
向
上
に

亡
き
祖
父
(
加
太
郎
)
と
、
父
(
天
祐
)
の
名
前
に
肖
一
功
績
の
あ
っ
た
方
々
や
団
体
が
、
次
の

り
、
双
方
よ
り
引
用
し
祐
太
郎
と
名
付
け
ま
し
た
。
そ
れ
一
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ぞ

れ

の

長

所

を

受

け

継

ぎ

、

立

派

に
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一
社
会
福
祉
寄
付
功
労
}
マ
団
体
・
:
伊

予
長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
黒
田
進

会
長
)
マ
個
人
・
:
城
ケ
瀧
三
樹
雄
(
沖

浦
)
岡
理
三
郎
(
青
島
)
楠
野
マ
サ
コ

(
豊
茂
)

一
献
血
運
動
功
労
一
同
豊
(
長
浜
)
西

宮
潔
(
柴
)
土
居
浩
二
(
大
洲
市
)

町一
社
会
福
祉
功
労
一
岡
山
和
志
(
長
浜

小
)
菊
地
美
和
(
大
和
小
)
北
岡
良
浩

(
豊
茂
小
)
渡
透
沙
代
(
白
滝
小
)
大

野
佐
千
子
(
柴
)

一
地
域
福
祉
功
労
]
マ
団
体
:
・
松
風
花

の
会
(
長
浜
)
須
沢
青
壮
年
部
〈
代
表

者
・
西
岡
敏
博
〉
(
須
沢
)
白
山
老
友

会
〈
代
表
者
・
二
宮
又
晃
〉
(
白
滝
)

マ
個
人
:
・
田
中
智
恵
子
(
須
沢
)

町一
杜
協
役
員
多
年
勤
続
一
平
見
朝
子

(
出
海
)
森
議
(
白
滝
)

一
社
協
評
議
員
多
年
勤
続
一
新
山
博
邦

(
長
浜
)
東
伊
佐
男
、
中
見
藤
雄
(
以

上
今
坊
)
松
田
英
丸
(
白
滝
)

{
社
会
福
祉
事
業
寄
付
功
労
}
マ
団
体
・
:

愛
媛
民
謡
同
好
会
堤
教
室
〈
代
表
者
圃

奥
野
彰
一
〉
(
仁
久
)
N
S
K
同
好
会

〈
代
表
者
・
白
石
亀
徳
〉
、
藤
葉
流
友

弥
会
〈
代
表
者
・
泉
友
江
〉
、
藤
間
流

藤
知
会
〈
代
表
者
・
藤
間
伊
知
郎
〉

(
以
上
長
浜
)
相
生
演
歌
ク
ラ
ブ
〈
代

表
者
・
小
川
政
雄
〉
、
全
日
本
カ
ラ
オ

ケ
審
査
協
会
長
浜
支
部
〈
代
表
者
・
中

川
協
〉
、
大
和
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
〈
代

表
者
・
中
川
勇
美
〉
(
以
上
下
須
戒
)

白
滝
と
も
し
び
母
親
ク
ラ
ブ
〈
代
表
者
・

大
野
淳
子
〉
、
長
浜
町
文
化
協
会
〈
代

表
者
・
岡
野
勝
敏
〉
(
以
上
白
滝
)
マ

個
人
:
・
門
田
武
子
、
佐
野
正
道
(
以
上

長
浜
)
井
上
邦
敏
(
黒
田
)
藤
淵
清
梧

(
沖
浦
)
奥
田
ミ
エ
(
出
海
)
岡
則
行
、

田
中
定
幸
(
以
上
白
滝
)
大
野
勇
、
山

中
敏
正
、
渡
漫
重
孝
(
以
上
柴
)
池
田

健
二
、
奥
村
豊
(
以
上
大
阪
市
)

「交通事故「無事故500自達成11冥

平成 9年 3月 8日、伊予長浜郵便局(森和 ;E!
重局長)では、平成 7年 10月25日以来、交通!~益
事故「無事故500日」を達成しました。 I功

この偉業は、職員、保守庖はもとより、地 |労
域の方々の絶大なるご支援があってこそ達成 iー
できたものと深く感謝を致しております。 I井

これからも日々の点検と交通法規の遵守、 i L 

徹 底した安全運転を心がけ、心新たに次なる!悲

目標「無事故1，000日」を目指して頑張ってい l蓋
きます。

i田
L.._.._，一~伊予長浜郵便局~一一一.._I~
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第 3団長浜町健康フェスティパル
~健康は豊かな町の合言葉 ~

町では、 5月25日、ふ れ あ い 会 だくさんです。ご近所お誘い合わ
館で第 3回健康フェステイパルを せご来場下さ u、
開催します。 なお、ファミリーウオークは参

今回は、俳優のケーシー高峰氏 加申し込みが必要です。詳しくは、

を講師に迎え、「人生を楽しく健 各戸配布のチラシをご覧 . 
康で豊かに生きる」と題した記念 いただくか、役場生活環)...]_

講演や、ファミリーウオーク、各 境課 (n52-11l1伺 2095)(，~ 
種健康コーナーなどの企画が盛り までお問い合せ下さいo ，.~ 

平成 9年 5月 1日発行平成 9年 5月号広報ながはま
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一
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成
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受
付
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一
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四
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ら
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し
た
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合
併
一

一
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
に
つ
き
ま
一

一
し
て
は
、
申
込
み
が
予
定
件
数
に
達
一

一
し
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
の
受
付
を
一

一
締
切
り
ま
す
。

一
な
お
、
こ
の
制
度
は
、
平
成
十
年
一

一
度
も
継
続
す
る
予
定
で
す
。

一

伊長穂沖沖下
予 須
市浜積浦浦戒

早山楠山浪宮

田下野本本岡

早和ル敦幸

司子悟美彦
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政
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カ
ネ
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五
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採
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3
月
届
出
分

(敬
称
略
)

氏

イ主

戸斤

名

お
誕
生
お
め
で
と
う

H

3
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

美幸

豊下長沖 出
須

茂戒 浜浦海

真司口宇真 E ユ A 

子こ久2樹き麗t協号

繁 圭 直和宏
雄司人久尚

田上下上田上岡川山

「自に青葉山時鳥初鰹」山口素

堂 。 5月は 木々が若葉して快い時

期 。空には鯉峨が泳ぎ、日本独特

の風情に接する 。

5月 5日の こ どもの日は暦の上

では立夏で、多忙 な 月 になる。 5

月 1日のメーデーは、労働者の祭

典で、労働者の権利を主張するも

のであり、日本では大正 9年に第

1回が行われた。

3日と 5日は国民の祝日の一つ

で 、ゴールデンウィークには家族

や地域の紳を深める行事 も持たれ

よう 。 3日の憲法記念日の目を迎

えるに当たっては、戦争放棄と戦

力不保持や、民主化基本的人権の

尊 重 ・ 自 由 ・平等など、主権在民

を強調した点を再点検する必要が

あろう 。 5日は、子どもの人権を

重んじ幸福を願う行事が、 家庭・

学校 ・ 地 域 が 一体となり楽しく実

E支さ才lょう 。

政界の汚職、公費の悪用をはじ

め、財界の腐敗は国民の意に反す

る。青少年のいじめ・非行・自殺・

大人による刺殺事件の多さに驚く 。

町の青少年育成は、教育委員会と

各校区毎の組織との連携が密で、

成果 を上げている 。

青少年の健全な育成は町発展の

原動力。次代を担う青少年の健全

育成に万全を期し、豊かで明るく

住みよい長浜町づくりに遁進して

欲ししミ。

下
須
戒

下
須
戒

高西

岡

一秀

岡

菊 松 武 二 橋
地田 田宮本

数

人口をふやしましょう

3月末 現在 前月と の比較

10，456人 30人減

人 口 (男 4，938人) (男6人減 )
女 5，518人 女 24人減

世帯数 3，688世帯 8世帯減
」ーー

帯世口人


